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は じめに

志木市教育委員会
教育長 細田信良

志木市には、現在我々 の先人たちが残 した足跡とも言 うべき埋蔵文化財包蔵地(遺跡)が 

16遺跡確認されていま す。

本来、これらの貴重な文化財は現状のまま後世に伝えるのが望ま しいのですが、土木工事

等で現状保存が困難な場合は、代替措置として記録保存のための発掘調査を行うことになっ

ています。

しかし、事業者が個人であって、その人が専用に用いる住宅建設などは、その発掘調査の

費用負担な どについて、困難な問題がありました。そのため、志木市では、 1987(昭和62)

年度から国庫及び県費の補助金の交付を受けて調査を進めております。

平成11年度は、確認調査 ・発掘調査等を併せ、 29地点の調査を実施し ましたが、本書は、

この平成 11年度に志木市教育委員会が発掘調査を実施した中野遺跡第 50地点、西原大塚遺跡

第43地点の調査成果を収録しています。

特に、西原大塚遺跡では、縄文時代中期の住居跡 ・土坑、弥生時代後期後半から古墳時代

前期前半にかけての住居跡が多く発見されました。

これにより、志木市の歴史にまた新たなる 1ページが追加されたことは大変喜ばしいこと

であり、 同時に本書が郷土の歴史研究のために広く活用されますよう切に願っております。

末筆ながら、本書の刊行にあたり、ご指導ご協力いただきました文化庁、埼玉県文化財保

護課、そして深いご理解とご協力を賜りました地元の多くの方々並びに関係者に対し、心か

ら厚く お礼申し上げます口





伊

し本書は、埼玉県志木市に所在する遺跡群の平成 11年度の発掘調査報告書である。 

2.発掘調査・整理作業は、志木市教育委員会が主体と なり、国庫及び県費の補助金の交付を受け実施

した。発掘調査は、平成 11年 4月 1日より平成 12年 3月31日までの期間を対象とした。 

3. 本書の作成において、執筆は以下ように分担して行い、編集は尾形則敏・佐々木保俊が行った。

尾形則敏 第 1・2章

佐々木保俊第  3章第  l節、第 2節縄文時代の遺物、第 3節

内野美津江第 3章 第 2節 遺構

宮川幸佳 第 3章第2節 弥生時代後期後半から古墳時代前期前半の遺物 

4.遺構・遺物に閲する実測及びトレースは以下のように行った。

中野遺跡第50地点


遺構・遺物の トレース 深井恵子


写真撮影 尾形則敏


西原大塚遺跡、第 43地点


遺物実測 高杉朝子・ 二階堂美知子 ・宮川幸佳 ・矢野恵子


遺物のトレース 佐々木保俊・高杉朝子・二階堂美知子


遺構のトレース 矢野恵子


写真撮影 佐々木保俊
 

5.本書の遺構・遺物の挿凶版の指示は、以下のと おりである。 

O挿図版の縮尺は、それぞれに明記した。 

0遺構挿図版中の水糸 レベルは、海抜標高を示す。 

Oピット・掘り込み内の数値は、床面もしくは確認面からの深さを示 し、単位は cmである。また、同

一遺構内にある ピットでも、後世のピットと思われるものには、 数値を省略した。 

O遺構挿図版中の ドットは遺物出上位置を示し、その番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致する。 

O遺構の略記号・は、以下のとおりである。 

J二縄文時代の住居跡 y=弥生時代後期後半~古墳時代前期前半の住居跡
 

H=古墳時代後期の住居跡 D=土坑 FP=炉穴 P=ピット
 

6.調査組織

調査主体者 志木市教育委員会教育総務部生涯学習課文化財保護係 (~平成 12年 3 月 )

志木市教育委員会生涯学習部生涯学習課文化財保護担当(平成 12年 4 月 ~ )

教	 育 長秋山太戴(~平成12年 6 月 )


細田 信良(平成12年 7 月~)


生涯学習 部 長川目 憲夫(~平成 12年 3 月 )

谷合 弘行(平成12年 4 月 ~)

生涯 学 習 課 長鈴木 重光(~平成12年 3 月)

土橋 春樹(平成12年 4 月~)



生涯学習課長補佐金子雅佳(平成12年 4 月 ~)

文化財保護担当主査関根正明

佐々木保俊

文化財保護担当主任 清水あや子(~平成12年 3 月)

新井由起子(平成12年 4 月~)

尾形則敏

志木市文化財保護委員 (5名)

神山 健吉(委員長)・井上園夫 (副委員長)・ 高橋 長次 ・高橋 豊・内田正子

7.発掘調査及び整理作業参加者

0中野遺跡第50地点

調査担当者尾形則敏

発掘調査員深井恵子

発掘協力員 鎌本あけみ・高田美智子 ・星野恵美子 ・松浦恵子

O西原大塚遺跡第43地点

調査担当者佐々木保俊

発掘調査員 内野美津江

発掘協力員 足立裕子・阿部公子・阿部ふみ子 ・飯田久子 ・井上麻美子 ・伊野部三千子 ・岩森 都

遠藤美智子 ・大井 文・神山久子 ・神山 博 ・岸田純一・ 黒田千恵子 ・小日向すみ子

清水七枝・鈴木百合香 ・高杉朝子・田代雄介 ・塚田和枝 ・土屋富子 ・中 路子

永井真理 ・名久井よし江・成田しのぶ ・二階堂美知子・野村貴子 ・久留浪子

松崎陽子 ・宮川幸佳・矢野恵子 ・油橋由美 ・吉川泰央 ・吉田信江・渡辺日出男

8.各遺跡の発掘調査及び整理作業 ・報告書作成には、 以下の諸機関 ・諸氏のご教示 ・ご援助を賜った。

記して感謝する次第である(敬称略〉。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課 ・埼玉県立博物館・ 埼玉県立歴史資料館・ 埼玉県立さきたま資

料館・朝霞市教育委員会・新座市教育委員会 ・和光市教育委員会 ・朝霞市博物館 ・富士見市立水子貝

塚資料館・志木市立郷土資料館 ・志木市立志木第三小学校・志木市立宗岡小学校

会田 明・浅野晴樹・荒井幹夫・ 石井寛 ・碓井三子 ・飯田充晴 ・井上洋一 ・上田 寛

梅沢太久夫・江原 )1国・岡本東三 ・織笠明子・織笠 昭 ・柿沼幹夫 ・加藤秀之 ・片平雅俊

隈本健介・栗島義明・栗原和彦・小出輝雄・ 肥沼正和 ・小滝 勉・ 小宮恒雄・斉藤欽廷 ・笹森健一

塩野博・斯波 治 ・白石浩之 ・実川順一 ・鈴木一郎 ・鈴木加津子 ・鈴木重信 ・鈴木正博

隅田 員 ・高橋学・田代 隆・田中英司・ 田中広明・坪団幹男 ・照林敏郎・ 中島岐視生

並木隆・根本靖・野沢均・ 土師由美・ 早川 泉 ・早坂蹟人・贋田吉三郎 ・福田 聖

藤波啓容・堀 善之 ・松本 完 ・松本富雄・水口由紀子 ・三田光明・村上伸二・柳井彰宏

山田尚友 ・柳田敏司 ・和田晋治

中 野遺跡第50地点(開発主体者 個人)

西原大塚遺跡第43地点(開発主体者 個人)
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第� 1章 平成11年度の調査成果

第� 1節 市域の地形と遺跡

志木市は、埼玉県の南西部に位置し、市域はおおよそ南北4.7km、東西4 km7. の広がりをもち、面積は� 

9. 06rrf、人口� 6万4干の自然と文化の調和する都市である。

地理的景観を眺めて見ると、市域東部の宗岡地区は、荒川(旧入間川)の形成した沖積低地が拡がり、

市域西部の本町・柏町・幸町地区は、 古多摩川によって形成された武蔵野台地の上にある。また、市内

には東部に荒川、中央に古くは舟運で利用 された新河岸川、そして西部から中央に新河岸川と合流する

柳瀬岸川の� 3本の川が流れてい る。

こう した自然環境の中で、西原大塚遺跡をはじめ市域の大部分の遺跡は、柳瀬川 ・新河岸川右岸流域

の台地縁辺部に帯状に存在してい る。遺跡は柳瀬川上流から、西原大塚遺跡(7)、中道遺跡、� (5)、新

邸遺跡� (8)、城山遺跡� (3)、中野遺跡 (2 )、氷川前遺跡� (4)、市場裏遺跡� (15)、 市 場 遺 跡 (1 )、

因子山遺跡(10)、富士前遺跡(11)、 大原遺跡� (16)の順に名付けられている。また、荒川・新河岸川

が形成 した沖積低地でも、 馬場遺跡(12)、宿遺跡(14)、関根兵庫館跡� (13)のように自然堤防上に存

在する遺跡も明らかにされつつあり、 将来的には新たな遺跡が相次いで発見される可能性がある。なお、

市内の遺跡総数は、現在前述 した14遺跡に塚 ノ山古墳(6 )、城山貝塚(9 )を加えた 16遺跡である

(第 1図〉。

第� 1表志木市 埋蔵文化財包蔵地一覧�  

No. 遺跡名 遺跡の規模 地 目 遺跡の種類 遺跡の時代 主 な 遺 構 主な遺物�  

ー.-右ニ� 

2 中 野� 48，000 m2 畑・ 宅地 集 落 跡� 

1市 場� 700 m2 地 造物散布地 不 明 地下式坑 ? なし� 

坑、住居跡、土石器集中地点、)、日石器縄文(早・中〕、弥(後i 石器、縄文・弥生土器
古(前~後)、平、中・近世 井戸跡、溝跡等 土師器、須恵器、陶磁器等� 

石器、縄文・弥生土器溝跡、井戸跡、住居跡、土坑、)、(後、弥縄(早・中)
3城 山� 76.000 m' 畑・宅地 城館跡・集落跡 古(前~後)、平、 中・近世 柏城後関連、鋳造関連等 土師器、須恵器、陶磁器等� 

4 1氷川前�  20，000 m ' 畑・宅地 遺物散布I地 古墳 ・平安? なし なし� 

5 中 道� 66，000 m 2 畑・宅地 集 落 跡
旧石器、縄文(中)、弥(後)、 石器集中地点、住居跡、土坑、 石器、縄文土器、古銭、 人骨、
古(後)、平、 中・近世 溝跡、道路状遺構等 土師器、須恵器、陶磁器等� 

6 塚ノ山古墳� 800 m 2 林 古 墳 ワ 古 墳� ? なし なし� 

、弥(後)、後〕'旧石器縄文句1-
中・近世平、、)前・古(

石器集中地点、住居跡、 土坑、 石器、縄文・弥生土器、古銭
井戸跡、溝跡等 陶磁器等器、土師器、須恵7西原大塚� 182，700 m2 畑・宅地 集 落 跡

員塚 ・集落跡畑・宅地m'000，24民日� 新8

後
、縄文(前)古(前)、中・近世 住居跡、土坑、井戸跡、溝跡、 石器、 縄文・弥生土器、古銭

段切状遺情、ピット群等 土師器、陶磁器等� 

斜面貝塚 縄文土器、石器、貝9 城山 員塚� 900 m' 林 貝 塚 縄(前)

)、(後縄(草創~晩) 弥生
10 因 子 山� 65，000 m 2 畑・ 宅地 集 落 跡 古(後)、平、中・近世、 近代

住居跡、 種子、縄文・弥生土器、炭化構、土坑、ローム採繍遺
溝跡、方形・円形周溝墓等 土師器、 須恵器、陶磁器等� 

11 富士前�  1，000 m 2 宅 地 集 落 跡 弥生(後)-古(前) 住居跡 弥生土器、土師器� 

12 ，馬 士昌 2，800 m 2 t田 集 落 跡 古(前) 住居跡 つ 土師器� 

13 関連兵庫館跡� 5，400 m ' グランド 館 跡 中 世 不明 なし� 

14 宿� 7，000 m 2 田 館 跡 中 世 井桁状構築物 木・石製品� 

15 市場重量� 7，000 m 2 宅 地 墓 跡 弥生 (後)-古(前)、近代 方形周溝墓 弥生土器、土師器、土師皿� 

16'大� l京� 2.300 m 2 宅 地 不 明� | 近世以降? 溝跡 なし� 
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次に市内の遺跡を時代順に概観してみることにするO

志木市内に最初に人が住みついたのは、旧石器時代からで、この時代の遺跡と しては、柳瀬川右岸の

西原大塚・中道・中野遺跡がある。中道遺跡では、立)11ローム層のW層上部 .VI層 ・VII層で文化層が確

認されており、際群、 石器集中地点が検出されている。 これにより、黒曜石製のスクレイパー・ナイフ

形石器や安山岩や凝灰岩の石核や剥片などが発見されている。

長近では、平成11~12年度に調査が実施さ れた東京電力志木変電所の増設工事に伴う中野遺跡第25地

点でも立川ローム層の W層下部か ら、黒曜石 ・頁岩の石核 ・剥片が約60点発見されている。

縄文時代になると、草創期では、城山遺跡か ら爪形文系土器 1点、因子山遺跡か ら有茎尖頭器 1点が

出土している。早期では、田子山遺跡から撚糸文 ・沈線文 ・条痕文系土器、富士前 ・城山遺跡から撚糸

文系土器が数点出土している。住居跡としては、西原大塚・新邸遺跡、の前期黒浜式期のものが最古に位

置付けられる。そのうち、新邸遺跡のものは員層を もっ住居跡であ る。 また、 平成 2年度に市指定文化

財に認定された城山貝塚も縄文海進期にあた るこの頃の時代に形成された斜面貝塚と考えられる。

遺跡が最も増加するのは、中期後葉の勝坂式~加曽利 E式期であ る。西原大塚遺跡では、多くの住居

跡が環状に配置する可能性のある ことが指摘されている。その他、中道 ・城山・ 中野・因子山遺跡から

も住屈跡・上坑などが発見されている。中期末葉か らは遺跡が減少し、現在のとこ ろ西原大塚遺跡から

敷石をもっ住居跡が l軒確認されるのみである。

さらに後期では住居跡も皆無で、唯一造構から発見される例は、田子山遺跡184号土坑である。 この

土坑からは、下層か ら称名寺 I式期の土器、上層から E式の特徴をもっ土器が出土している。晩期にな

ると、中野・田子山遺跡から安行 mc式 ・千網式の土器片が少量発見されるに とどまり、以降市内では

遺跡が希薄になる傾向にあるが、 平成12年度の西原地区特定区画整理事業に伴う発掘調査により、後期

の堀之内式期の住居跡 l軒と遺物集中地点、晩期と思われる溝跡 1本が検出されている。

弥生時代では、 現在のところ、 前 ・中期に遡る遺跡は存在しない。大部分が後期末葉から古墳時代前

期にかけての遺跡であろうと考えられる。その中で、田子山遺跡第21号住居跡は後期中葉に比定される

可能性があり、その住居跡からは、多数の土器をは じめ、大量の炭化種子(イネ・アワ・ダイズなど)、

炭化材が出土し、 当時の食糧事情を考える上て重要である。富士前遺跡では、 志木市史にも掲載されて

いるが、不時の発見に伴い、龍目痕をもっ壷形土器をはじめとした多くの土器が発見されている。

内)長大塚遺跡では後期末葉から古墳時代前期にかけての住居跡が200軒近 く確認されており、市内最

大の集落跡であることが判明 している。特に、 122号住居跡からは、全国的にも稀な「イヌ j を象った

と思われる動物形土製品が出土している。

当時の墓域の可能性として、方形周溝墓が、昭和62 (1987)以降、西原大塚 ・市場裏 ・田子山遺跡の 3

遺跡から相次いで確認されており、 集落跡との関連の中で今後注目されるであろう。古墳時代前期では、

特に西原大塚遺跡10号方形周溝墓の溝底か ら一括出土した中に、畿内系の庄内式の長脚高杯が出土して

いることに注目される。

さらに、 最近では、平成11年度に西原大塚遺跡で発見された一辺20mを超える市内最大規模の17号方

形周溝墓が特筆すべきであろう。こ の方形周溝墓の溝から は、 珍 しい鳥形土器をはじめ、畿内系の有段

口縁壷、吉ヶ谷式系の壷、在地系の壷な どと大き く畿内 ・比企地域・ 在地の 3要素の特徴を示す壷が出

土しており、こうした地域に関わる被葬者の人物像が浮き彫り にされたことで、 当地域の弥生時代後期

から古墳時代前期の歴史を紐解く 手がかりになったこ とは重要であ る。 
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第 2表平成11年度調査地点一覧

番号 調査地点 所在地 面積 (m') 確認調査 日 調査期間 備 考

4月15日・ 16日、5
西原大塚遺跡 幸町 3丁目 

20，648.91 月15・16、6月10 
8月 3日 発掘調査は志木市遺跡調査会が実施。

第 45地 点 3133 -12f也 
. 11 ・ 14~16 日

~12月 1 7 日 発掘調査面積は 5，800m'o

2 
市場裏遺 跡 本町 1丁目 

103.87 4月20日 遺構 ・遺物は検出されなかった。 
第 9地 点 2542 -2 

柏町 1丁目
140.00 なし。 

5月11日~ 第 l工程。 

中 野遺 跡 1503-1 f也 7月 6日 発掘調査は志木市遺跡調査会が実施。

3 第 49地点 柏町 1丁目 平成12年 2月 第 2工程。 
1503-1他 

490.00 なし。 
21日-5月31日 発掘調査は志木市追跡調査会が実施。

卜一一 トー 

出子山遺跡 本町 2丁目 
4 

第 58地点  1735-4・5
201.15 5月14日 遺構 ・遺物は検出されなかった。

5 
中 野遺 跡 柏町 1丁目 

87.75 6月11日 
6月14日~

後述第  2章参照。 
第 50地 点 1518-7 17日

6 
rt1 野遺 跡 柏町 1丁目 

87.75 6月11日 |遺構 ・遺物は検出されなかった。
第 51地 点 1518-32 


因子 山遺跡 本町 3丁目

7 

第 59地点  1813-25 
60.25 6月 8日 盛土保存適用。

rt1 道 遺跡 柏町 5丁目
8 

第 47地 点 2918-24 
112.39 6月22日 遺構・ 造物は検出されなかった。

9 
中道遺 跡 柏町 5丁目 

1，483.63 6月29日 遺構 ・遺物は検出されなかった。
第 48地 点 2918-4~6 側z
 

中 道遺跡 柏町 5丁目

10 

第 49地 点 2922 -10・13 
89.05 7月16日 遺構・ 遺物は検出されなかった。

中 道遺跡 柏町 5丁目 
11 

第 50地 点 2924-1 
66.12 8月 2日 遺構・ 遺物は検出されなかった。

12 
巾 道遺跡 柏町 5丁目 

83.31 8月 2日 遺構・ 遺物は検出されなかった。 
第 51地 点 2924 -14 

中道遺 跡 柏町 5丁目 
遺構 ・遺物は検出されなかった。13 

第 52地 点 2920-2・5
461.98 


14 
因子山 追跡 本町 3丁目

.

第 60地 点 1813-21 

6089 8月 2日 遺構 ・遺物は検出されなかった。 

15 
出子山遺 跡 本町 3丁目 

80.13 8月 2日 遺構・遺物は検出されなかった。 
第 61地 点 1813-23 


16 
因子 山遺 跡 本町 2丁目 

73.44 8月 9日 盛土保存適用。
 
第 62地 点 1698-2 


因子山遺 跡 本町 2丁目

17 

第 63地 点 1742-4 
179.85 9月24日 盛土保存適用。
 

田子山遺跡本町  3丁目
 
遺構・ 遺物は検出されなかった。 日26月

2
89.92 8

2'-11813 点地64斗第 18
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番号 調査地点 所在地 面積 (m2) 確認調査日 調査期間 備 考� 

19 
田子 山追 跡 本町3丁目� 67.50 8月26日 遺構・遺物は検出されなかった。
第� 65地 点� 1813-24 

20 田子山遺跡 本町2丁目� 160.00 なし。
現地踏査は9月24日に実施。� 

第� 66地 点� 1692-5 遺構・遺物は検出されなかった。

幸町2丁目� 10月26・28、
西原大塚遺跡� 3050他 4筆� 

517.00 なし。� 12月21日� 
発掘調査は志木市遺跡調査会が実施。

21 (区画整理事業) 幸町2丁目 なし。
平成12年

発掘調査は志木市遺跡調査会が実施。
3050他 4筆� 

437.195 1月18日-25日� 

22 
城山遺跡 柏町3J目� 430.00 11月5日 遺構・ 遺物は検出されなかった。
第� 37地点 �  2584-lf也� 

23 
因子 山遺跡 本町2丁目� 60.90 12月6日 盛土保存適用。
第� 67地 点� 1698-25 

市場裏 遺跡 本町1丁目24 
第� 10地 点� 2513-3の一部

122.54 12月16日 遺構・遺物は検出されなかった。

西原大塚遺跡 幸町3丁目� 平成10年� 1月11日~ 
25 
第� 43地点 �  3161-1他� 

779目� 60 9月3日-5日� 3月24日� 
後 述 第3章参照。
 

26 西原大塚遺跡 幸町3丁目� 160目� 64 1月13日 発掘調査は平成12年度に実施。
第� 46地 点� 3234 -4・5 

27 因子 山遺跡 本町� 2丁目� 79.85 1月27日 遺構・ 遺物は検出されなかった。
第� 68地点�  1680-12 

氷川前遺跡 柏町4丁目� 2月9日 遺構 ・遺物は検出されなかった。28 
第� 8地 点� 2725 -9他� 

390.45 

西原大塚追跡 |幸町3丁目29 
第� 47地点�  3153 -1・3 86.12 I 3月21日 遺構 ・遺物は検出されなかった。� 

.1892、15 27，� 85 I 

古墳時代で も前期末葉か ら中期になると、遺跡が減少する。中期の遺跡では、中道 ・城山 ・中野遺跡

か ら住居跡が発見されている。特に中道遺跡第19号住居跡は、� 5世紀中葉に比定され、市内最古のカマ

ドをもっ住居跡として注目さ れる O 

5世紀末葉になる と、遺跡が増加傾向にあり、特に� 6世紀後半から� 7世紀後葉にかけては、縄文中期

を越えるほどの爆発的な増加をみる。 こう した集落跡は現在、中道 ・城山 ・中野遺跡に比較的に古い� 5

世紀代の住居跡が確認されてい ることか ら、柏町地区を中心に存在した集落が、� 6世紀後半以降、周辺

の地域に拡散するという動 きを読み取る ことができる。

現在、� 5世紀後半か ら7世紀後半にかけての時期に比定できる住居跡の軒数は、最も多い城山遺跡で� 

120軒を越え、次いで中野遺跡で50軒、中道遺跡で15軒を数える。また、因子山遺跡では、� 6世紀後半

以降に比定で、きるもの と考え られる4.1x4. 7mのやや不整円形で� 2ケ所にブ リッジをもっ小型の円形周

溝墓が� 1基確認さ れてい る。

奈良・平安時代の遺跡は、古墳時代後期以降に拡散した集落内で確認される傾向にあり 、田子山遺跡

は、この時代の代表 とする遺跡として挙げることができる。この遺跡では、住居跡の他、掘立柱建築遺

構、溝跡、� 100基を越える土坑群が確認されている。遺物としては、土器 ・灰軸陶器の他、腰帯の一部

である銅製の丸輔、鉄製の紡錘車 ・万子などが出土している。

また、平安時代の城山遺跡128号住居跡からは、印面に 「冨J1文字が書かれた銅製の印章が出土し� 

-5-



たことに注目される O この住居跡からはその他、緑軸陶器の小破片 1点、布日瓦の小破片 2点などが出

土している O

中・近世では、柏城跡、関根兵庫館跡が代表される遺跡であ る。 特に、柏城跡内での数次にわたる発

掘調査により、『舘村旧記』にある「柏之城落城後の屋敷割の図」 に相当する堀跡などが多数発見され

ている。また、頭部及び上半部を欠く馬の骨が、城山遺跡第 29地点の 127号士坑から検出 されている。

この士坑からは、板碑と士師質土器の他、 炭化種子 (イ ネ・オオムギ ・コムギなど〉が出土しており 、

特に、イネの塊状のものは「おにぎり」あるいは 「ちまき」のよう なものである という分析結果が報告

されている O さらに、鋳造関連の遺構も検出されている。 130号土坑については鋳造遺構、 134号土坑に

ついては溶解炉に該当し、造物と しては、 大量の鉄津 (ス ラッグ)、 鋳型、 三叉状の土製品、砥石など

が出士している。

近代以降の遺跡では、田子山遺跡の富士塚築造に関連するローム採掘追構が検出されてお り、地域研

究の重要な資料であると言える。

第 2節 調査に至る経過

志木市は、都心から 25km圏内に位置し、 東武東上線志木駅一池袋聞を急行で 20分という交通の便に恵

まれ、都心近郊のベッドタウンとして発展してきた。近年の都市化に伴い、各種の開発行為も増大 して

きたが、とりわけ住宅建設の占める割合が高く開発による遺跡破壊が進行する状況にある。また、 追跡

の集中する本町・柏町・幸町地区は都市化の最も進展する地域になっていること も遺跡破壊の事態を一

層大きくしていると註える。

こうした状況の中、志木市教育委員会では文化財行政を進めていくために、埋蔵文化財を保護 ・保存

していくことが重要な課題と なっている。しかしながら、開発により遺跡の現状保存が困難な状況であ

り、記録保存という処置によって対処しているのが現状であ る。

ここで、志木市における発掘調査の経過を振り返ってみると、まず、 1973 (昭和48)年に西原大塚遺

跡において発掘調査が実施さ れたのが最初の調査であろう。 そして以後、 1982(昭和 57)年までは、志木

市史編さん事業に伴う学術的な発掘調査が実施されていた。 1983(昭和 58)年には、 志木市において追

跡調査会が組織され、 1985(昭和60)年には当市に とっ て最大規模の調査となった城山遺跡第 1地点の

調査が実施された。この調査は、市内における発掘調査体制の本格的組織化の契機となり、以降志木市

の埋蔵文化財保護を推進する 上で大きな転換と なったと言える。

そうした中、当市における開発行為、特に住宅建設については小規模のものが多いこ とか ら、こうし

た小規模の開発にも対応する必要があった。 しか し、小規模な開発の当事者は個人で、その個人が専用

に使用する住宅の建設についての記録保存の実施については、費用の負担など記録保存を進める上で困

難な点が多かった。そのため、 1987(昭和62)年以降、国 ・県より の補助金の交付を受け、志木市教育委

員会を主体とした発掘調査を実施することになったのであ る。さらに、民間・ 公共事業を問わず確認調

査については、すべて公費で対応し、開発事業者の負担軽減と埋蔵文化財包蔵地の詳細な分布状況の把

握を積極的に進めている O 特に、発掘調査件数及び面積が、 1987 (昭和62)年以降急激に増加 している

のは、こうした理由によるものと考えられる。

最近では、昭和40年前後の人口増加が始まった頃に建設された個人住宅の建て替え も多 くなってきて 
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おり、平成 2年度以来、個人住宅建設に伴う調査件数が増加してきている。また、 平成 8年度は全体の

調査件数及び面積が激減しているが、教育委員会で行った発掘調査の件数については逆に過去最高の 8

件を越え 9件にのぼり増加したという現象が生じた。 これについては、平成 7年度に調査対象区域の見

直しを行ったことが影響したものと考えられる。その見直しの内容は、 今まで「遺跡の存在する可能性

が高い地域」でも発見が全く無かった地域を過去の調査成果により割り 出し、その地域については「将

来遺跡が発見される司能性ある地域」に変更したという ものである。 なお、平成 9年度より、遺跡の現

状保存を目的とするため、遺跡の盛土保存を適用と した制度を導入するに至っている O

平成11度は、 29件の確認・発掘調査等を実施した。そのうち、志木市教育委員会が実施した発掘調査

は2件で、志木市遺跡調査会が実施した発掘調査は 4件である。なお、盛土保存の対象は 4件であった。

工事内容の内訳件数は、個人専用住宅15件、分譲住宅 6件、共同住宅 2件、庖舗建設 2件、区画整理

事業 1件、変電所増設工事 l件、駐車場 l件、農地土壌改良 1件である。 
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第 2章 中野遺跡第50地点の調査

第 1節遺跡の概要

(1)立地と環境

中野遺跡は、志木市柏町 1丁目を中心に広がる遺跡で、東武東上線志木駅から1. 2km程北方に位置し

ている。遺跡は、北方に柳瀬川を、西方に小支谷を臨む台地上に立地し、 標高は北端で約 9m、南端で

約11mを測り、台地縁辺では際立った断崖もみられないままゆるやかに北側の低地に移行する。

遺跡の現況は、平成 5年以降、 急速に進められたマン ション ・駐車場建設等により一層宅地化が進行

し、畑地・空地が激減してい る。

本遺跡は、 昭和 59年に第 1回目の発掘調査が実施され、以後の調査により、旧石器時代、縄文時代早

~晩期、弥生時代後期、 古墳時代中 ・後期、平安時代、中 ・近世の複合遺跡であることが判明している。

(2)発掘調査の経過

確認調査は、隣接する第 51地点、と同時に平成 11年 6月11日に実施した。 第50・51地点にはそれぞれ調

査区域ほぼ中央に南北方向の トレンチを 1本と第50地点では平成 2年の第 16地点で検出された古墳時代

第 2図周辺の地形と調査地点(1/5000) 
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第16地点� 

5m 

第 3図 遺構分布図(� 1 /200) 


2m 

第� 4図� 7号住居跡� ( 1 /60) 
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そのため、ただちに依頼者に調査の結果を報告 し、 保存のための協議を行ったが、 盛土保存を適用す

ることができなかったため、 止むを得ず教育委員会が発掘調査を実施するこ とに決定した。同日には、

表土剥ぎを終了し、残土置場と しては第� 51地点を当てることにした。

人員導入による発掘調査は、� 6月14日から実施した。まず、器材搬入作業を終了し、 その後、調査区

域内の整備と細部の遺構確認作業を行う。午後から は� 7号住居跡� c7 H)の精査を開始する。精査を開

始し、深さ� 10cm程で住居跡の床面で、ある硬化面を確認した。 また、住居跡は南端が撹乱、北端は根切り

溝で破壊を受けており、遺存状態は不良と言える。� 

15日、午前中には� 7Hのすべての掘り を終了し、 遺構の写真撮影を行う。午後には平板実測・ 断面図

等の実測を終了し、すべての精査を完了する。埋め戻しは� 17日に完了する。

第� 2節 古墳時代後期の遺構� 

7号住居跡(第� 3・4図)

〔住居構造〕今回検出された遺構は、第� 16地点で検出された� 7号住居跡の南東コーナ一部分であること

が判明した。(平面形)方形。� (規模)6.70x 6.50m o (壁高) 8 ~18cmを測り 、壁は急斜に立ち上がる。

(壁溝)今回の調査では確認できたが、 全体では東壁のみに付設される。 上幅� 4-10cm・下幅12-15cm・

深さ� 4-7 cmを測る。(床面)軟弱であ る。(覆土)ローム粒子を含む黒褐色土を基調とする。� 

[遺物]小破片のみで、実測できるものはなかった。

[時期]古墳時代後期� ( 5世紀後葉)。

第� 3節 遺構外出土遺物

縄文時代中・後期の土器� 5点、近世の造物� 1点が検出されている。

第� l群縄文時代中期後葉の加曽利� E式土器 (第 5図� 1-3) 

lは口縁部小破片で、沈線下には� LRの単節斜縄文が施文される。� 2・3は胴部破片で、� 2は楕円区

画文内に単節斜縄文が、� 3は幅広の沈線による懸垂文が施文される。

第� 2群縄文時代後期前葉の堀之内式土器 (第 5図4・5) 

4は胴部破片で、� 2本の沈線により懸垂文が施文される。� 5は組製土器の胴部小破片で、� iXJ字状

の格子目文が細線により描かれている。色調は内面が淡茶褐色、外面は黒色を呈する。

第� 3群近世の遺物 (図版� 1-5) 

備前系徳利の胴部小破片である。時期は近世以降であろう。� 

10em 

第� 5図 遺構外出土遺物� (1 /3) 
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第� 3章 西原大塚遺跡第43地点の調査

第� 1節 遺跡の概要

(1)立地と環境

西原大塚遺跡は、志木市幸町� 3丁目を中心に広がる面積約180000rrfの市域最大規模の遺跡である。

遺跡は柳瀬川を北西に臨む台地上にあり 、 標高 14 ~1 9mで北西方向に徐々に傾斜しているが、 おおむ

ね平坦である。台地下の柳瀬川に開析された低地は標高約� 8mを測り、 崖下には小規模な湧水地が認め

られる。遺跡の現況は畑地を多く残しているが、現在、 土地区画整理事業が進められていて、今後住宅

建設を始めとする各種開発行為が増加するこ とが予測される。

本遺跡の最初の発掘調査は昭和48年に実施され、その後、教育委員会なと、が調査を行ってきた。また、

最近では前述した土地区画整理事業に伴う継続した調査などにより、縄文時代中期後半、弥生時代後期、

古墳時代前期を中心に、旧石器時代、縄文時代前期・後期・晩期、古墳時代後期、奈良・ 平安時代を含

む集落跡であることが知られてきている。� 

(2)発掘調査の経過

本調査区は、半成10年度に行っ た試掘調査により、縄文・弥生時代の多くの遺構と遺物が検出されて

、、、、，初行私、
('¥.J " 

i¥ 降 、二ご/ 小

た十! E福� 

第� 6図 周辺の地形と調査地� (1/5000) 
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いた。対象面積が広いため、 調査は複数年に分けて行うこととし、今年度は� 779.6rrfを実施した。

発掘調査は平成12年� 1月11日から開始した。 パックホーを使用し調査区北側から表土剥ぎを行い、翌� 

12 日か らは こ れ と平行して遺構確認調査に入った。表土は 30~40cm と 浅く 、 こ れに牛芳作りの耕作が加

わっているため、遺構・造物の保存状態は非常に悪かった。� 

14日か らは確認された� 65J 、252Y、13H、354Dの調査を始める。� 65Jの炉は石囲炉であったが撹乱

により磯が散乱している状態であ った。� 252Yは床面上から炭化材が検出され、焼失家屋の可能性をう

かがわせた。� 13Hは北壁にカ マドをもっ古墳時代後期の住居跡で、あるが、遺物の出土は非常に少なかっ

た。これらの遺構の写真撮影 ・測量などの記録化は� 19日から行った。 同日、� 65Jと重複する355・356D

を掘り上げる。� 

20日からは28J 、132Yを掘り始める。この� 2軒の住居跡は平成� 8年度に土地区画整理事業に伴う発

掘調査で検出されたものの残りの部分であ る。� 

24日からは66J 、254Y、357・358Dの調査に取りかかり、� 26日から はこれらの記録化に務める。ま

た、� 253Yを掘り始める。� 

2 月 1 ・ 2 日には 253Y の写真撮影・測量を行ったが、こ の間に 359~363 ・ 365D 、 3FP の調査を終

えた。� 

2日には364・366・367Dの調査を行い、� 3日からはこれらの記録を作成した。� 

4日からは73J 、131Y、368Dの調査に入り、� 9日からは記録の作成を行った。なお、� 131Yは平成� 

8年度に一部調査された住居跡である。� 

A B C D¥ 

2 

3 

10m 

第� 7図遺構分布図� ( 1 /300) 
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8日からは69J、256Yの調査を始める。� 69Jは壁の内側に壁住穴と思われるピットが巡り、住居の

拡張が考えられた。また、� 256Yは南壁の検出ができず調査に時間を費やしたが、この部分に別の遺構

が重複していることがわかり、これの平面形の確認に務めたと ころ、 縄文時代の住居跡� (68J)である

ことが判明 した。� 

15日には369Dの調査を行っ た。� 

21日からは68J、372・373Dの調査に入る。� 68Jは調査の途中で� 2軒の住居跡� (70J)の重複である

ことが判明 した。 また、� 369Dの調査記録を作成した。� 

23日から は71Jを掘り始めたが、 撹乱が著しく壁の検出も困難であった。 また、これに重複する住居

跡を発見し、� 72Jとして調査 した。� 

25日からは68J、372・373Dの記録を取り始める。� 

28日からは69Jの写真撮影・測量などの記録を作成した。� 

3月2日には374Dの調査に入る
 

3日から は255Yの調査に取りかかる。また、� 71・72J、374Dの写真撮影 ・測量を行う。
 

6日からは74Jを掘り始める。また、� 256Yの調査記録を作成した。
 

7・8日には375・376Dの調査を終えた。
 

257 ・ 258Y の調査は 8 日 から 、 371 ・ 377~379D の調査は10日から開始した。 こ れらの調査記録は 14

日から行っ た。� 

74Jと255Yの調査記録の作成は15日から行い、� 17日には全ての調査を終了、� 27日までには埋め戻し

も完了した。

第� 2節検出された遺構と遺物

(1)縄文時代中期の遺構と遺物� 

28号住居跡(第� 8・9図)

〔位置JA-2G。

〔住居構造〕耕作による撹乱が著しい。平成� 8年度に北側調査済み。� 132Yに切られる。(平面形〉楕円

形つ(規模)不明x580cmo (主軸方向)� N -400 -Wo (壁高) 20~36cmを測 り、急斜に立ち上がる。 

(壁溝)北西コ ーナ ーに認められる。上幅17~27 cm ・下幅 7 ~10cm ・深さ 1 ~l1 cmを測る。(床面)全体

に軟弱。� (炉)住居ほぼ中央から北に偏って位置する。石囲埋聾炉で不明� x80cmの範囲に焼土が堆積し

ている。 北側には拳大の離を配しているが、撹乱により擦の移動があ ったと思われる。その中に土器の

上半部を埋設 している。(柱穴) 住居壁際の P1~P9 が主柱穴と思われる。

〔覆土〕ローム粒子を多く含む暗褐色士(10YR3/3)を基調とするよう であるが、撹乱が著しく詳細

は不明である。

〔遺物〕炉の埋設土器以外には、覆度中からの僅かな遺物があるのみである。

〔時期〕 加曽利� Ell式期。� 
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28号住居跡出土遺物(第10・11図) 

lは炉に埋設されていた深鉢形土器で、胴部上半以上を利用している。胴部から僅かに内湾しながら

聞き、口径21.5cmを測る。口縁部文様帯は隆帯による 7単位の区画からなるが、 lヶ所は半円形、他は

楕円形と正面を意識したかのような配置である。地文は LRの単節斜縄文。色調はにぶい赤褐色  

(2.5YR5/4)を呈する。胎土中には 2~ 3rnrn大の細礁を含む O 

2は波状口縁の土器。肥厚する U唇部下に幅広の爪形文が施さ れ、その下に隆帯の貼付が見 られる。

隆帯上およびその脇は幅広爪形文、小さく鋭い三角押文で加飾される。隆帯聞には波状沈線文が見られ

る。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)を呈する。胎土中には輝石を僅かに含む。 

3は波状口縁になろうか。弧状に貼付された隆帯。集合する沈線を充填した沈線区画、沈線による渦

巻文が施される。色調は褐灰色 (5YR4/1)を呈する。胎土中には雲母片、白色粒子を僅かに含む。 

4は口唇部下に幅広の爪形文と波状沈線文が巡る。以下、 RLの単節縄文が縦位に施される。色調は

灰褐色 (5YR4/2)を呈 し、胎土中には白色粒子を僅かに含む。 

5は沈線文、半載竹管による連続爪形文と刺突文により区画が形成される。色調は褐灰色 (7.5YR4/1)

を呈し、胎士中には輝石を僅かに含む 

6は蛇行する降帯と、それに交わる直線的な降帯が貼付され、集合する太沈線が斜位に施さ れる。色

調は灰赤色 (2.5YR4/2)を呈し、胎土中には輝石を僅かに含む。 

7は屈曲部に円形の刺突文が巡らされ、 その上下に縦位の沈線が平行に施される。色調はにぶい黄樫

色(10YR6/3)を呈 し、胎土中には茶褐色粒子を僅かに含む。

第11図 28号住居跡出土遺物 2 (1/3) 

Fh
u
 



8は丸棒状の施文具による縦位の沈線と、右方向から連続刺突した楕円形の刺突文が多段に施される。

色調は灰褐色� (5YR4/2)を呈する。胎土中には細礁、 白色粒子を含む。� 

9は口縁部に回線による楕円形区画文がつく られる。 区画内には単節斜縄文がみられる。色調は灰褐

色� (7.5YR5/2)を呈し、胎土中には細礁と僅かな輝石を含む。� 

10は波状口縁の土器で、 口唇部は外側に肥厚する� 色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈し、胎土中O

には� 2~3 mm大の離を含む。� 

11はLの無節斜縄文が施される。色調は褐灰色� (5YR4/1)を呈し、胎土中には細離が僅かに含ま

れる。� 

12はRLの単節斜縄文を地文とし、隆帯による渦巻文と区画文がつく られる。色調は赤灰色� (2.5YR4/1)

を呈し、胎土中には細醸を含む。� 

13・14は横位の隆帯下� lこ沈線による懸垂文が施される。� 13はLRの単節斜縄文を地文とする。色調は

にぶい赤褐色� (5YR5/3)を呈し、胎土中には細擦を僅かに含む。� 14はRLの単節斜縄文を地文とす

る。色調は灰褐色� (7.5YR5/2)を呈 し、胎土中には白色粒子を僅かに含む。� 

15はRLの単節斜縄文を地文とし、 直行・ 蛇行する沈線が垂下する。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)

を呈し、胎土中には細礁、白色粒子を含む。� 

16~19は沈線による平行する懸垂文聞を磨り消す。地文は LRの単節斜縄文。 16は灰褐色 (7.5YR5/2)

を呈し、胎土中には細礁を僅かに含む。� 17は灰赤色� (2.5YR4/2)を呈し、胎土中には細礁と 白色粒子

を僅かに含む。� 18は灰褐色� (5YR5/2)を呈し、胎土中には白色粒子を僅かに含む。� 19は灰黄褐色� 

(lOYR6/2)を呈し、胎土中には細擦を僅かに含む。� 

20はLRの単節斜縄文を地文とし、平行する隆帯が貼付される。色調はにぶい褐色� (7.5YR6/3)を

呈し、胎土中には細礁を含む。� 

21・22はRLの単節斜縄文が施さ れる。� 21はにぶい褐色� (7.5YR6/3)を呈し、胎土中には細操、 白

色粒子を僅かに含む。� 22はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈し、胎土中には白色粒子を僅かに含む。� 

23.24はLの撚糸文を地文とし、隆帯に よる平行す る懸垂文が貼付される 。� 23はにぶい赤褐色� 

(5YR5/4)を呈 し、胎土中には細操、黄灰色粒子を僅かに含む。� 24は灰黄褐色� (l OYR5/2)を呈し、

胎土中には細礁を含む。� 

25は縦方向の沈線が集合して施される。色調はにぶい赤褐色� (2/5YR5/4)を呈し、胎土中には細

礁を含む。� 

26は蛇行する条線が施される。 色調は灰黄褐色(l� OYR6/2)を呈し、 胎土中には白色粒子を僅かに

含む。� 

27は縦方向の平行する沈線と隆帯による懸垂文がみられる。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/3)を呈

し、胎土中には細離を多く含む。� 

65号住居跡(第12図)

〔位置JB -2 G。

〔住居構造〕耕作による撹乱が著しい。 (平面形)楕円形。(規模)� 620x600cmo (主軸方向)N-30o -

Eo (壁高)� 5~19cmを測り、 急斜に立ち上がる。(壁溝)検出されなか っ た。(床面〉撹乱が著しく部

分的に硬化面を残すのみである。(炉)住居中央から西に偏って位置する。石囲炉と思われるが、撹乱� 

←� 16-
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のため離が乱雑に残るのみである。� 115x90cm・深さ� 10cm前後の楕円形の掘り込みを もっ。 (住穴)深さ� 

50cm以上の� 5本が主柱穴となろうか。

〔埋聾〕南壁際に埋聾と思われる土器が僅かに残っているが、撹乱のため詳細は不明。

〔覆土〕ローム粒子を多く含み、部分的に焼土粒子が認め られる黒褐色土� (7.5YR3/1)を基調にする

ようであるが、撹乱が著しく詳細は不明である。

〔遺物〕覆土中から多く出土した。

〔時期〕加曽利� Ell式期。� 

65号住居跡出土遺物(第13 ・ 14図、第41 図 1 ・ 2 、第42図 1~ 3 ・ 5 ) 

1は埋聾に用いられた土器で胴部下位を切除して使用 している。口縁部と胴部� 1/2周程を欠損する。� 

• 

....!!..J<o

、-繍� 
1 
凶� 

2. 

第12図� 65号住居跡� (1/60) 
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現存最大径28crnを測る。平行沈線を横位に� 2条巡らせ� 3段の横位区画を作り、 上 ・中段には平行沈線に

よる連弧文。下段には懸垂文が施される。地文は� LRの単節縄文である� 色調は灰褐色� (5YR5/2)O

を呈し、胎土中には細離、輝石を多く含む。� 

2は隆帯による楕円形の区画が作られょうか。地文は� RLの単節縄文。色調は褐灰色� (5YR4/ 1)

を呈し、胎土中には白色粒子を僅かに含む。� 

3は口唇部下に平行沈線が巡り、以下RLRの複節縄文が施される。色調は灰褐色� (5YR5/2)を

呈 し、胎土中には白色粒子を含む。� 

4は半楕円形の区画が形成される� o R Lの単節斜縄文を地文と する。色調は褐灰色� (7/5YR4/ 1)

を呈し、胎土中には細礁を僅かに含む。� 

5はRLの単節縄文を羽状に施す。色調は褐灰色� (7.5YR4/1)を呈し、胎土中には細礁を僅かに含む。� 

6は隆帯による渦巻文と沈線による懸垂文が施される。地文は� LRLの複節斜縄文。色調はにぶい赤

褐色� (5YR5/3)を呈し、胎土中には細礁を僅かに含む。� 

7・8は蛇行・直行する隆帯による懸垂文が貼付

される。� 7は地文がRLの単節斜縄文で、色調はに

ぶい樫色� (5YR6/4)を呈し、胎土中には細礁が

含まれる。� 8はLRの単節斜縄文を地文とする。色

調は灰褐色� (7.5YR6/2)を呈 し、胎土中に は輝石

が含まれる。� 

9~13は蛇行・直行する沈線に よ る懸垂文が施さ
。 10cm 

れる。地文は13がLR、他は� RLの単節斜縄文とな


るo 9・10はにぶい赤褐色� (5YR5/3) を呈し、� 第13図� 65号住居跡出土遺物� 1 (1/4) 


17 5cm 

第14図� 65号住居跡出土遺物� 2 (1/3) 


-18-
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胎十字中には� 9が白色粒子、10は僅かな細離を含む。� 11・12はにぷい褐色� (7.5YR6/3)を呈し、胎土中

には11は僅かな白色粒子、12は僅かな細離を含む。13は灰赤色� (2.5YR4/2)を呈 し、胎土中には僅か

に白色粒子を含む。� 

14はLの撚糸文を地文とし、沈線による連弧文が施される。色調は灰褐色� (7.5YR5/2)を呈し、胎

十今中には細礁が多く含まれる。� 

15はRの撚糸文を地文とし、横位の沈線と蛇行する懸垂文が施される。色調はにぶい檀色� (7.5YR6/4)

を呈し、胎十字中には砂粒を多く含む。� 

16~21 は条線を地文とする。 16 は口唇部卜に平行沈線が巡 り 、連弧文が施される。色調は褐灰色 

(5YR4/1)を呈し、胎土中には白色粒子を多く 含む。17は口唇部下に� 3条の凹線が巡る。色調は褐灰

色� (5YR4/1)を呈し、胎土中には白色粒子を僅かに含む。18・19は連弧文が施される。� 18はにぶい樟

色� (5YR6/2)で、胎土中には細礁を多く 含む。� 19は灰褐色� (7.5YR4/2)を呈し、 胎土中には白色粒

子が含まれる。� 20は褐灰色� (7.5YR4/1)、 21は灰褐色� (5YR4/2)を呈 し、両者とも胎土中に僅かに

細擦が含まれる。� 

22は土器片錘。� 4.3x3.8cm、重さ20.1 gを測る。� 3ヶ所に刻みが加えられる。破損部分に刻みがあっ

た司能性がある。爪形連続刺突文と波状沈線文がみられる土器片を利用。色調はにぷい赤褐色� (2.5YR 

5/4)を呈し、胎十字中には多くの細礁と僅かな輝石が含まれるO

第41図� l・2は打製石錬。� lは二等辺三角形を呈するが、 側縁は僅かに内湾する。基部の挟りは浅く

直線的である。桂岩製で重量は0.6 g0 2は先端と脚部の一部を欠く 。ほぽ正三角形で、挟り はゆるや

かに内湾する。黒曜石製で重量は0.9 g。

第42図� 1~3・5は打製石斧。� 1・2は短冊形で、� 1は側縁がやや外反する。� lは粘板岩製で重量は� 

85 g0 2は砂右製で重量は90 g0 3は刃部・基部と もに尖る。 ホルンフェルス製で重量は40g0 5は分

銅形に近い接形。ホルンフェルス製で重量は130 g 

66号住居跡(第15図)

〔位置JC -2 G。� 

(住居構造〕南側調査区外。� 13Hに切られる。(平面形)不明。(規模)不明� x500cmo (主軸方向)N-

150 
- Wo (壁高) 2~27cmを測り、 急斜に立ち上がる。(壁溝) 二重に巡っていて拡張住居の可能性が

大きい。内側は上幅15~20cm ・下幅 5 ~10cm ・深さ 8 ~13cm、外側は上幅15~25cm ・ 下幅 5 ~7cm・深

さ9~19cmを測る。(床面)炉の北側に硬化面が認められる。(炉)南側調査区外。不明 x 55cm ・ 深さ 15 

cm前後の掘り込みをもっ。(柱穴)拡張前の� l本、拡張後の2本が検出された。

〔覆土〕� 

l層 黒褐色士� (7.5YR2/2)。ローム粒子を含む。 焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。硬質。� 

2層 黒褐色士(10YR2/2)。ローム粒子、焼土粒子を含む。硬質。� 

3層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を多く含む。炭化物粒子を僅かに含む。粘性あ り。� 

4層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子・小ブロ ックを含む。

〔遺物〕覆土中から多く出土した。

〔時期〕加曽利� EI式期。� 
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2. 

第15図� 66号住居跡� (1/60) 
-

66号住居跡出土遺物(第16・17図、第42図� 4) 

1は1/5周弱の遺存度。胴部は円筒形で口縁部は外反 し口

唇部は内屈する。推定口径15.5crn、器高33.5crnを測る。口縁部

は無文。頚部には� 3条の隆帯が巡り、それに一段ずれて蛇行

する隆帯が貼付される。胴部には半載竹管に よる平行沈線が

集合して施され、� 2条の隆帯とその聞に蛇行する隆帯を貼付

した懸垂文、� 3条の隆帯と蛇行する降帯を組み合わせた� rUJ

字状になるかと，臣、われる貼付文がみられる。 色調はにぶい赤

褐色� (5YR5/3)を呈し、胎土中には細操、雲母片を僅かに

含む。炉の上面からの出土。� 

2は降帯に沿って幅広な押引文が施される。色調は褐灰色� 

(5YR4/1)を呈し、胎土中には細礁、雲母片を多く含む。 

3は結節沈線文が渦巻状に施されょうか。色調は赤灰色� 。� 10cm 

(2.5YR4/1)を呈し、胎土中には細礁、雲母片を多 く含む。

4・5は幅広の爪形文が連続して押捺される。胎土中には
第16図� 66号住居跡出土遺物� 1 (1/4) 

細操、雲母片を多く含む。� 4の色調は暗赤灰色(10YR4/ 1)、� 5は灰褐色� (7.5YR4/2)。� 

6は連続する刺突文で区画文が作られょうか。色調はにぶい褐色(7.5YR5/4)を呈し、胎土中には

細礁を含む。� 

7は押引文が施される� 色調はにぶい檀色� (7.5YR6/ノ4)を呈し、胎土中には細離を僅かに含む。� O

8はLの撚糸文を地文とし、� 2本一対の隆帯で渦巻文がつ くられる。色調は灰褐色� (5YR4/2) を

呈し、胎土中には細操、白色粒子を僅かに含む。� 

- 20-



9・10は2本組隆帯で渦巻文がつ くられる。� 9はRLの単節斜縄文を地文とする。色調は灰褐色� 

(7.5YR4/2)を呈し、胎土中には細醸と僅かな輝石を含む。10の色調はにぶい赤褐色� (2.5YR5/3)

で、胎土中には輝石を含む。� 

11・12は頚部破片。� 11は隆帯により口縁部と区画される。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/3)を呈し、

胎土中には輝石を僅かに含む。� 12は3条の沈線によ り胴部と区画される。 色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)

を呈し、胎土中には輝石、雲母片を含む。� 

13は2本組降帯で頚部と区画する。LRの単節斜縄文を地文と し、� 2本組隆帯によ る蛇行する懸垂文

が貼付されょうか。色調は灰褐色� (5YR4/2)を呈し、胎土中には輝石を僅かに含む。� 

14は隆帯により頚部と区画し、� Lの撚糸文が施さ れる。 色調はにぶい赤褐色� (5YR5/3)を呈し、

胎土中には細離を僅かに含む。� 

15・16はLの撚糸文を地文とする。15は2本組の低い隆帯が垂下する。 色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)。� 

16は隆帯による渦巻文が貼付されょうか。色調はにぶい赤褐色� (5YR4/3)。両者とも胎土中には輝石

を含む。� 

17~19は L の撚糸文が施される 。 17の色調はにぷい赤褐色 ( 5YR5/4 ) で、胎土中には細醸と僅か

な輝石を含む。� 18はにぶい褐色(7.5YR5/4)で、 胎土中には操を含む。� 19はにぶい褐色� (7.5YR5/3)

で、胎土中には白色粒子を含む。

第42図4は磨製石斧。両端を欠く。閃緑岩製で重量は125 g。� 

68号住居跡(第18図)

〔位置JC -3 G。

〔住居構造〕耕作による撹乱が著しし、。� 70Jに切られる。(平面形)楕円形。(規模)� 570X550cmo (主

軸方向)� N-120 -Eo (壁高)41~49cmを測り、急斜に立ち上がる。(壁溝)上幅15~20cm ・ 下幅 5 cm 

前後・深さ 10~20cmを測り全周す る 。 (床面) 撹乱により遺存状態が悪く詳細不明であるが、部分的に

プ曹Fli 」問1関 個 3

現場広

に日 iT山
理切り19 

5 cm 

第17図� 66号住居跡出土造物� 2 (1/3) 
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硬化面が認められる。(炉)住居中央から北東寄りに位置する。� 50x40cmの楕円形の掘り 込みをもっ地

床炉で深さ 10cmを測る。(柱穴)住居壁際の P1~P6 が主柱穴と思われる

〔覆土J70Jに切られるのと撹乱が著しいため、 詳細は不明である。


〔遺物〕覆土中から僅かに出土した。


〔時期〕加曽利EII式期。
 

68号住居跡出土遺物(第19図)� 

1は口縁部に円形の刺突文列が� 2条巡る。色調は暗赤褐色� (5YR3/2) を呈 し、胎土中には白色粒

子を含む。� 

2は口縁部に降帯が巡り、� RLの単節斜縄文が施される。 色調は灰褐色� (7.5YR4/2)を呈し胎土中

には輝石を多く 含む。� 

3は頚部が無文帯となる土器で、口縁部は降帯により区画される。口縁部には縦位に3本の隆帯が貼

付される。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈し、 胎土中には細磯を僅かに含む。� 

4はRLの単節縄文を地文と し、沈線によ る蛇行する懸垂文がみられる。色調は灰褐色� (7.5YR4/2)

を呈し、胎土中には輝石、白色粒子が僅かに含ま れる。� 

5・7はRLの単節斜縄文が施される。� 5の色調は灰褐色� (5YR4/2)で、胎土中には僅かに雲母

片が含まれる。� 7の色調は)火褐色� (5YR4/2)で、胎土中には細礁と輝石を含む。� 

6は条線を地文とし、沈線が垂下する。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈し、胎土中には輝石を

僅かに含む。� 

8は浅鉢形土器。日縁部は外屈し、口唇端部は平坦である。内外面は赤彩され る。色調は褐灰色� 

(7.5YR4/1)を呈し、胎土中には細礁と輝石を含む。� 

69号住居跡(第20図)

目立置JA-3G。

〔住居構造〕耕作によ る撹乱が著し� t'0 73J・131Yに切られる。(平面形)不整円形。(規模)不明x630 

cmo (主軸方向) N~90 ~Wo (壁高) 1~36cmを測 り 、 ゆるやかに立ち上がる。 (壁溝)上幅15 x35 

cm・下幅� 5~10cm ・深さ 6 ~ 9cmを測る。 全周すると思われる。 (床面)撹乱が著しく遣存状態が悪い。

(炉)住居ほぼ中央に位置する石囲埋蓋炉で、95x80cm・深さ20cm前後の楕円形の掘り込みをもっ。周

囲には礁が配さ れているが、撹乱による移動があったと思われる。その中に土器の上半部が埋設してい

る 。 (柱穴)主柱穴は P1~P 7 が該当し ょうか。 ま た壁の内側には壁柱穴と思われるピ ットが巡る。 

30・深さX45cmは不明l。し、個体検出さ れるが、撹乱により遺存状態が悪2〔埋護〕住居南壁に沿って� 

cmの掘り込みをもち、深鉢形土器の上半部を埋設している。� 2は不明� x40cm・深さ20cmの掘り込みをも

ち、深鉢形土器の胴部を埋設している。

〔覆土〕上層はローム粒子を含み、焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む硬質の黒褐色土(10YR2/2)、

下届はローム粒子を多く含む粘性のある黒褐色土(10YR2/のであるが、73Jに切られている ため詳

細は不明である。

〔遺物〕覆土中から多量に士器片が出土した。


〔時期〕加曽末IJE II式期。


〔所見〕壁内側のピットの存在から住居の拡張が考えられる。


円

4 





69号住居跡出土遺物(第21・22図、第42図� 6~8) 


lは炉で使用された埋設土器。胴部 i
二半以上を利用 して

いる。口径23.4cmを測る。胴部卜会位はふ くらみをも ち、頚 F山亨?譲騨夢l
部でくびれ、口縁部は大きく外反する O 口唇部は内側に肥

厚する。条線を地文とし、文様は 1本描きの沈線によって 露鼠A議凱0嚇
施される。口縁部に� 2本の沈線を巡らせ、その下に2本一

5

対で描かれた連弧文が10単位みられる。頚部の くびれ部か

ら肩部にかけて 3本の沈線を巡らせる。胴部に「円」 状の 璽域d々嵩詰U言r
cm 5" 単位設け、 区画聞には縦沈線を充填する。区画内4区画を� 

には蛇行する沈線を垂下させる。色調はにぶい赤褐色� 第四図� 68号住居跡出土遺物� (1/3) 

(5YR5/3)を呈し、胎土中には細操、軽石を僅かに含む。� 

2は埋聾� 1として使用された土器。頭部以上を利用 しているが、撹乱のため約1/2周を欠損する。推

定口径27cmを測る。頚部でくびれ、口縁部が外反し、口唇部内側が肥厚する。� RLの単節斜縄文を地文

とする。文様は半哉竹管で描かれ、 口唇部下には平行沈線文が巡り、その下に平行沈線によ る連弧文を� 

2段、波状の連弧文を� 1段施す。頭部の屈曲部には平行沈線が� 2段巡る。色調は暗赤灰色(10YR4/ 1)

を呈し胎士中には細離を多く、輝石を僅かに含む。� 

3は埋聾� 2。胴部1/4周程の遣存度。現存最大径24.3cmを測る。� LRの単節斜縄文を地文とし、2本一対

の直沈線と蛇行沈線が垂下する。色調はにぶい檀色� (2/5YR6/3)を呈し、胎土中には細礁を僅かに含む。� 

4は楕円形の区画内に� RLの単節斜縄文がみられる。色調はにぶい褐色� (7/5YR5/3)を呈し、胎

土中には黒褐色粒子が多く含まれる。� 

5はRLの単節斜縄文を地文とし、微隆起状の隆帯が貼付される。色調はにぶい樟色� (7.5YR6/4)

を呈し、胎土中には細蝶を僅かに含む。� 

6は横位に隆帯が貼付され、以下は� RLの単節斜縄文を地文と し、沈線が垂下する。色調はにぷい褐

色� (7.5YR5/3)を呈し、胎土中には細礁、 白色粒子を僅かに含む。� 

7は横位の隆帯により区画され、 上位は� RLの単節斜縄文が、下位には縦位の沈線が施される。色調

はにぶい亦褐色� (5YR5/4)を呈し、胎土中には細礁が僅かに含ま れる。� 

8はRLの単節縄文を地文とし、沈線により曲線的な文様が描かれる。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/3)

を呈し、胎土中には細離が僅かに含ま れる。� 

9はRLの単節縄文を地文とし、蛇行する沈線が垂下する。色調はにぶい赤褐色� (5YR4/3)を呈

し、胎+中には細礁と僅かな白色粒子を含む。� 

1O~15は縄文を地文とし、 平行する沈線が垂下する土器。 沈線問は磨り消される。 10 は RL の単節斜

縄文を地文とする。色調はにぷい赤褐色� (5YR5/4)で、胎土中には細礁と僅かな白色粒子を含む。� 

11はLRの単節斜縄文を地文とする。にぶい赤褐色� (5YR5/4)で、胎土中には輝石を含む。� 12・13

はRLの単節斜縄文を地文とする� 胎土中は細離を僅かに含む。色調は12がにぶい樫色� (7.5YR6/4)、O

13が灰褐色� (7.5YH4/2)o14はLRの単節斜縄文を地文とする。色調は灰褐色� (7.5YR4/2)で、胎

土中には細擦と僅かな白色粒子を含む。� 15はLRLの複節斜縄文を地文とする。色調はにぷい赤褐色� 

(5YR5/3)で、胎土中には白色粒子を僅かに含む。� 

16はLRLの複節斜縄文を地文とし、� 3本の沈線が垂下する。色調はにぶい樫色� (7.5YR6/4)を呈� 
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し、胎土中には細醸と輝石を僅かに含む。� 

17は斜位・縦位の沈線が交差して施された土器。色調は

褐灰色� (7.5YR4/1)を呈し、胎土中には輝石を含む。� 

18~22は条線を地文とした土器。 18は僅かに内湾す る口

縁部破片。胎土中には輝石と雲母片を僅かに含む。19は3

本の沈線が垂下する。胎土中には白色粒子を僅かに含む。� 

20は条線が縦位に連弧状に施され、沈線が垂下する。 胎土

中には白色粒子が多く 含まれる。� 21は胎土中に細離が含ま

れる。� 22は直行 ・蛇行した条線が施される。胎土中には細

操、軽石が多 く含まれる 。 色調 は18がにぷい赤褐色� 

(5YR5/4)、19が灰褐色� (7.5YR4/2)、20がにぶい褐色� 

(7.5YR6/3)、21がにぷい褐色� (7.5YR5/3)、22がにぶ

い赤褐色� (2.5YR4/3)。

第42図� 6は残核か。黒曜石製で重量は19.7go 7は縦長

の剥片。左側縁には刃こぼれがみ られる。桂岩製で重量は� 

g.410 0 8は石皿でよく使いこ まれている。凹石との併用

で、表面に1ヶ所、裏面に� 6ヶ所の凹みがみられる。緑泥

片岩製。 可払ふ..J 

010ロn

第21図� 69号住居跡出土遺物� 1 (1/4) 

〆-

f dd5 

心地銅悲孔� 
5cm 

第22図� 69号住居跡出土遺物� 20/3) 
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70号住居跡(第18図)

〔位置JC -3 G o 

〔住居構造〕耕作による撹乱が著しし、。� 68Jを切る。� (平面形)楕円形。(規模)� 535X525cIDo (主軸万

向)� N-50o -Eo (壁高) 1 2~49crnを測り、 急斜に立ち上がる。 (壁溝)上幅12~25crn ・ 下幅 5 ~10crn・

深さ� 5 ~l1 crnを測り全周する。(床面)撹乱による遣存状態が悪いが部分的に硬化面が認め られる。(炉)

住居中央から東に寄った位置に� 2ヶ所検出さ れた。 共に石囲埋護炉で①は� 60x 50crn・深さ� 25crn前後の楕

円形の掘り込みをもち、②は40x35crn・深さ� 20crn前後の楕円形の掘り込みをもっ。共に石囲炉の離が部

分的に残されている O 炉の移動が考えられ る。 (柱穴)住居壁際の P7 ~ P llが主柱穴であろう 。

〔覆土〕上層はローム粒子を僅かに含む黒褐色土� (7.5YR3/1)、 下層はロー ム粒子、焼土粒子を含む

黒褐色土(10YR3/2)であるが、撹乱が著し く詳細は不明である。� 

(造物〕大部分が覆土中からの出土である。

〔時期〕加曽手IJEn式期。� 

70号住居跡出土遺物(第23・24図、第41

図� 3) 

1は炉に埋設された土器で、深鉢形土器

の胴部上半以上を利用している� O 口径約� 

22.5crnを測る。胴部はほぼ円筒形で頚部は

くびれ、口縁部は内湾しながら聞き、 口唇

部は内側に肥厚する。条線を地文とす る。

口縁部と胴部の文様帯は頭部に貼付された

隆帯により区画される。口縁部の文様は口

唇部下に棒状施文具による� 2条の沈線を巡

らせ、沈線開には交互刺突が加えられる。

また、頭部の隆帯上位には半哉竹管による

平行沈線が巡らされるが、螺施状に施文さ

れた結果、沈線は� 3本の部分と� 4本の部分

が描出される。口唇部下と頭部の沈線聞に

は棒状施文具による沈線で� 6単位の楕円区 第23図� 70号住居跡出土遺物� 1 (1/4) 

画jがつくられるが、その内訳は、� 5区画が

二重沈線、� l区画が単沈線と なる� O 楕円区

画の聞には� lヶ所を除き沈線による渦巻文

が充填され、また、その内の� 1ヶ所は上下

一対の渦巻文となる。胴部には頚部を巡る
rW，qrfl1~~t1I~ 

隆帯から� 5本の隆帯を垂下し、隆帯聞には

沈線による長楕円形の区画がつ くられ、 区

画内には沈線が充填される。色調はにぷい

樫色� (5YR6/3)を呈し、胎土中には細

棟、軽石と思われる黄灰色粒子を含む。 第24図� 70号住居跡出土造物� 2 (1/3) 
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2は炉に埋設された土器で、深鉢形土器の頚部以上を利用 しているものと思われるが、口縁部は破損

している。現存最大径20.9crnを測る。沈線を縦位に集合させて地文とし、 半哉竹管を用いた平行沈線に

よる渦巻文を� 4単位連結して施す。頚部にも平行沈線を巡らせ胴部と区画する。口縁部は僅かに内湾し

ながら立ち上がり、頚部はくびれ、胴部上位がふ くらむ器形になるものと思われる。色調はにぶい樫色� 

(7.5YR6/4)を呈 し、胎土中には細礁と黄樟色 ・白色粒子を含む。� 

3はRLの単節斜縄文が施される。色調はにぷい赤褐色� (5YR5/3)で、胎土中には輝石を含む。
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4はRLの単節斜縄文を地文とし、平行沈線が垂下する。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)で、胎� 

土中には細離を僅かに含む。� 

5は縦位の集合する沈線を地文とし、蛇行する隆帯が垂下する。上部にも貼付文がみられる。色調は

褐灰色� (5YR4/1)で、胎土中には、細礁と雲母片を僅かに含む。� 

6は条線が施される。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR5/4)で、胎土中には細礁を僅かに含む。� 

7は条線を地文とし、平行沈線が垂下する。色調は灰褐色� (7.5YR5/2)で、胎土中には細礁を僅か

に含む。

8はRの無節斜縄文を地文と し、斜位の沈線がみられる。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/3)で、胎� 

土中には細醸を僅かに含む。

第41図3は二等辺三角形の打製石鎖。 基部の挟り はゆるやかに内湾する。黒曜石製。� 

71号住居跡(第25図)
 

〔位置〕 B ~ 3 G o 
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〔住居構造〕耕作による撹乱が著 しい。 72J、374Dに切られる。(平面形)不明。(規模)不明 X590cm。

(主軸方向) N-290 -Wo (壁高) 4~22cmを iJ\IJ り 、 急斜に立ち上がる。 (壁溝) 確認できなかった。

(床面〉部分的に硬化している。(炉)住居ほぼ中央に位置する石囲埋聾炉。北側の部分は撹乱によ り破

壊されている。不明 X130cmの範囲に焼土が堆積し、離が点在している。その中に不明 X70cm・深さ 25cm

の掘り込みをもち、土器の上半部を埋設している。埋設土器の移動があったらしく 、現存する土器の南

側にその痕跡が認められる。(柱穴)不規則な配列で主柱穴は確認できなかった。

〔覆土〕ローム粒子を多 く含み、焼土粒子を含む硬質な黒褐色土 (7.5YR3/2)を基調とするが、撹乱

が著 しく詳細は;不明である。

〔遺物〕覆土中か ら土器片が多量に出土した。

〔時期〕加曽利 EI式期。 

71号住居跡出土遺物(第 26図第42図 9~1 1) 

lは炉に埋設されていた土器。深鉢形土器の胴部を利用しているが、耕作による撹乱のため大部分が

破損している。 Lの撚糸文を地文とし、平行沈線・蛇行沈線が垂下する。色調は灰褐色 (5YR4/2)

で、胎土中には細礁を多く含む。 

2 ~6 は口縁部破片で、単節斜縄文を地文とし、太沈線により区画がなされる。 2 の縄文は LR。胎

土中には細離を僅かに含む。 3の縄文は RL。胎土中には細礁、白色粒子を僅かに含む。 4の縄文は 

LR。胎土中には白色粒子を多 く含む。 5の縄文は RL。胎土中には細醸を含む。 6の縄文は RL。胎

土中には輝石、白色粒子を僅かに含む。色調は 2・3がにぶい褐色 (7.5YR5/3)、 4・5が灰褐色 

(7/5YR5/2)、 6が褐灰色 (5YR5/ 1)。 

7は微隆起する隆帯が 2条巡る。 RLの単節縄文が施され、拓影図左端に平行沈線がみられる。色調

は灰褐色 (5YR4/2)を呈し、胎土中には細離を僅かに含む。 

8はRLの単節斜縄文を地文とし、口縁部に沈線による長楕円形の区画をつくる。区画内には横線が

充填される。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR5/4)。胎土中には細離を多く含む。 

9はLRの単節斜縄文が施される。色調はにぷい赤褐色 (5YR5/3)。胎土中には細礁を多く含む。 

10は単沈線を縦位に集合させる。色調は灰褐色 (5YR4/2)。胎土中には細際、白色粒子を僅かに含む。 

11は口唇部が「く」字状に内屈する。口唇端部には沈線が巡り、 半裁竹管による短沈線が施される。口

縁部は半載竹管による重弧文で埋められる。色調はにぷい褐色 (7.5YR5/3)を呈し、胎土中には輝石、

雲母片が多く含まれる。 

12~15は単節斜縄文を地文とし、 2 本の沈線を垂下する。沈線聞は磨り消される。 12の縄文は LR 。

胎土中には 1mm前後の砂粒を多く 含む。 13・14の縄文は RL。胎土中には細礁を僅かに含む。 15の縄文

はRL。胎土中には軽石と d忠われる黄白色粒子を含む。色調は 12が灰褐色 (7.5YR5/2)、 13がにぶい

赤褐色 (5YR5/4)14がにぶい赤褐色 (5YR5/3)、15が灰黄褐色C10YR5/2)。 

16はLの撚糸文が施される。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)で、胎土中には細磯を多く含む。 

17は弧状の沈線下に縦位に集合する沈線が施される。色調はにぷい赤褐色 (5YR4/3)で、胎土中

には細擦を合む。 

18は縦位に集合する沈線を施し、 それに重ねて多段に沈線を横走させる。色調は褐灰色 (7.5YR4/1)

で、胎土中には輝石、 白色粒子を僅かに含む。 

19はLの撚糸文を地文と し、 4本一組の沈線で連弧文が施される。色調は灰褐色 (5YR5/2) を呈 
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し、胎土中には白色粒子を含む。� 

20~24は条線を地文とする土器。 20 は横走する沈線が施される。胎土中には細礁、 白色粒子を含む。 

21は蛇行する降帯が垂下する。 胎土中には白色粒子を含む。� 22は蛇行する沈線が垂下する。胎土中には

白色粒子を僅かに含む。� 23は直沈線が垂� Fする。胎土中には細離を含む。� 24は胎土中には細離を僅かに

含む。色調は20が灰赤色� (2.5YR4/2)、21がにぶい檀色� (5YR6/4)、22が灰褐色� (5YR5/21)、23

が赤灰色� (2.5YR4/1)、 24が灰黄褐色(10YR6/2)。

第42岡� 9は磨製石斧で先端部のみ遺存。刃部はよく 研磨されている。閃緑岩製で重量は120g 0 10・� 

11は短冊形の打製石斧。� 10は基部側のみ遺存する。砂岩製で重量は55 g0 11は先端を欠く。片岩製で重

量は90g。� 

72号住居跡(第27図)� 

;位置JB -4 G。

〔住居構造〕耕作による撹乱が著しい。� 

71 Jを切り、� 255Yに切られる。(平面形〉

不明。(規模)不明x460crno (主軸方向) 

N-20o -Eo (壁肖) 1 ~37crnを測り、

急斜に立ち上がる。(壁溝)上幅� 1 ~21 

crn・下幅� 5"""'10crn・深さ� 3，.....，14cmを測る。

(床面)部分的に硬化している。 北壁際

が一部焼けていた。(炉)住居中央から

北西寄りに位置する� 径50cmの円形を呈O

する地床炉で深さ� 3cm前後を測る。(柱 目

穴)明確な柱穴は確認できなかった。

、間側州側州悶悶隠さ�  
2m 
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〔覆土〕ローム粒子を含み、焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む硬質な黒褐色土� (1 0YR2/2)を基調

とするが、撹乱が著し く詳細は不明である。

〔遺物〕覆土中から土器片が少量出土した。


〔時期〕加曽利� EII式期。
 

72号住居跡出土遺物(第28図、第42図 12~1 4) 

lは微隆帯により楕円形の区画がつくられるものと思われる。隆帯にそって結節沈線文が施される。

色調はにぷい褐色� (7.5YR5/3)で、 胎土中には雲母片が多く含まれる。� 

2は半載竹管による鋸歯状の文様が描かれょうか。 鋸歯聞には径の小さい半載竹管による横線が規則

正しく 多段に施される。色調は灰褐色� (7.5YR5/2)で、胎土中には細操、赤褐色粒子を僅かに含む。� 

3は口縁部に� 2条の沈線が巡る。地文は� LRの単節縄文。色調は灰褐色� (7.5Y5/2)で、胎土中に

は白色粒子を僅かに含む。� 

4はLRの単節斜縄文を地文とする。斜位の沈線がみられる。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)で、

胎土中には細磯を僅かに含む。� 

5は隆帯による渦巻文が施される。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/3)で、胎土中には細礁を多く含む。� 

6は隆帯が巡り、そこから更に降帯が垂下する。地文は� Lの撚糸文。色調は灰褐色� (5YR4/2)で、

胎土中には細礁を僅かに含む。� 

7はLRの単節斜縄文を地文と し、隆帯の懸垂文がみられる。色調はにぷい赤渇色� (5YR5/3)で、

胎土中には細離を僅かに含む。� 

8はRLの単節斜縄文を地文とし、平行する沈線が垂下する。沈線開は磨り消される。色調はにぶい

褐色� (7.5YR6/3)で、 胎土中には石英が僅かに含まれる。� 

9はRLの単節斜縄文が施される。色調は黄灰色� (2.5YR5/1)で、胎土中には輝石、白色粒子を含む。 

10は口縁部が無文帯にな る土器。条線を地文とし、凹線が巡る。色調は褐灰色� (10YR4/1)で、胎

土中には細機、 白色粒子を僅かに含む。� 

11は沈線によ る渦巻文が施される。内外面ともによ くミガキがかかっている。色調は灰色� (N41)で¥

胎土中には細礁が多く含む。� 

12は土器片錘 ・拓影図左側は欠損している。刻みは� lヶ所に認められた。重量は29.8g。利用された

土器片は、� RLの単節斜縄文を地文とし、太沈線の懸垂文が施されたもので、色調はにぶい褐色� 

(5YR5/2)で、胎土中には細礁を僅かに含む。

第42図12は接形の打製石斧で先端を欠く。砂岩製で重量は� 70g 0 13・14は短冊形の打製石斧。� 13は刃

部を欠 く。凝灰岩製で重量� 100g 14は刃部を僅かに欠損するが、両端が尖る形になろうか。細粒砂岩0 

製で重量は� 130g。� 

73号住居跡 (第 29図)

〔位置JA-3 G。

〔住居構造〕耕作による撹乱が著しい。� 131・252Yに切られる。(平面形)楕円形。(規模)630X535cm。

(主軸方向) N-120 -Wo (壁高) 6~26cmを測り、急斜に立ち上がる。(壁溝〉上幅13~25cm ・下幅 5 

~10cm・深さ 1 ~7 cmを測る。全周すると思われる。(床面)壁際周辺を除き良く硬化している。(炉)

住居中央か ら北東に偏っ て位置する。� 85x80cm・深さ30cmの楕円形の掘り込みをもっ。炉の中央に径� 12 
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列で主柱穴は明らかでない。

〔覆土〕� 

7・深さ を測るピットが検出されたが、埋設土器を抜き取った痕跡であろ うか。(柱穴)不規則な配cm cm

(7.5YR3/2)1 黒褐色土 。ロー ム粒子を多く 含み、 焼土粒子を含む。硬質。層� 

0YR2/3)2層 黒褐色士(1 。ロー ム粒子、焼士粒子を多 く含み、炭化物粒子を僅かに含む。硬質。

(lOYR3/3)3層 暗褐色土 。ローム粒子を含み、炭化物粒子を僅かに含む。硬質。

0YR2/3)4 黒褐色土(1� 。ローム粒子を多 く含む。 硬質。層� 

(lOYR2/2)5 黒褐色土 。ローム粒子を多 く含み、ローム小ブロックを含む。 サクサクした感じ。層� 

0YR2/3)6層 黒褐色士(1 。ローム粒子 ・ブロック を多 く含む。粘性あり。

。。。G 

。% 母 @

。。@ 。。 議官

....s.lo 

~出¥。


計� 

第29図 73号住居跡� (1/60) 
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〔遺物〕覆土中(1・ 2層)から土器片が多量に出土する。

〔時期〕加曽平iJ En式期。 

73号住居跡出土遺物(第30図、第41図 4 ・ 5 、 第42図15~1 7) 

1・2は条線を地文とし、降帯により区画がつくられる。 1の色調は褐灰色 (5YR4/1)で、胎土中

に細醸を僅かに含む。 2は降帯が渦巻状を呈する。色調はにぶい黄褐色(l OYR4/3)で、胎土中には

細礁を僅かに含む。 

3は降帯により区画がつくられ、刺突文が充填される。色調は灰褐色 (7/5YR4/2)で、胎土中に

は雲母片を多く含む。 

4は小波状 U縁になろうか。口縁部には 2本の沈線が巡り、沈線開には交互刺突が加え られる。色調

は赤灰色 (2.5YR4/1)で、胎土中には白色粒子を含む。 

5はRLの単節斜縄文を地文とし、隆帯によ り区画がつくられる。 色調はにぷい黄檀色(l OYR6/3)

で、胎土中には細擦を僅かに含む。 

6はRLの単節斜縄文を地文とする。口唇部に隆帯を巡らせ、そ こから 2本一対の隆帯で長楕円形の

区画をつくる o 2本の隆帯は l本の太い隆帯上に沈線を加えることによって分割された ものである。色

調は灰褐色 (7.5YR5/2)で、胎土中には輝石を多 く含む。 

7は小波状口縁となろうか。隆帯となぞりにより渦巻文がつ くられる。色調は赤灰色 (2.5YR4/ 1)

で、胎土中には細擦を僅かに含む。 

8はRLの単節斜縄文を地文とする。口縁部に太沈線を 2条巡らせ、そこから 2条の太沈線で弧線が

描かれる O 色調は灰黄褐色(l OYR4/2)で、胎土中には細擦を僅かに含む。 

9はRLの単節斜縄文を地文とする。口縁部に 3条の沈線を巡らせ、やは り 3本一対の沈線で連弧文

が施される。色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土中には細離を僅かに含む。 

10はRLの単節斜縄文を地文とし、口縁部に 1条の沈線が巡る。色調は灰赤色 (2.5YR4/2)で、胎

土中には細礁を僅かに含む。 

11は条線を地文とする O 口縁部 lこ半載竹管による平行沈線を巡らせ、その下は単沈線による楕円形の

区画になると思われる。色調は褐灰色 (5YR4/1)で、胎土中には細擦を僅かに含む。 

12はLの撚糸文を地文とし、口縁部に 3条の沈線が巡り、そこか ら蛇行する沈線が垂下する。色調は

灰黄褐色(lOYR6/2)で、胎土中には細礁、 白色粒子を含む。 

13はRLの単節斜文が施される。色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)で、胎土中には細離が含まれる。 

14はRLの単節斜縄文を地文とし、 半裁竹管により波状文が描かれる。色調はにぷい褐色 (7.5YR6/3)

で、胎土中には細傑が多く含まれる。 

15~19は単節斜縄文を地文とし、単沈線の懸垂文が施される。 17~19 は 2 本の沈線聞が磨り消される。 

15の縄文は LR。胎土中には細礁、白色粒子を僅かに含む。 16の縄文は LR。胎土中には輝石を僅かに含

む。 17の縄文は RL。胎土中には輝石、白色粒子を僅かに含む。 18の縄文は RL。胎土中には輝石を含む。 

19の縄文は LR。胎土中には細機、輝石を含む。色調は 15が褐灰色 (5YR4/1)、 16がにぶい赤褐色 (2.5 

YR5/3)、17がにぷい褐色 (7.5YR5/3)、18がにぶい赤褐色 (5YR5/4)、19がにぶい褐色 (7.5YR5/3)。 

20~24 ・ 27 は L の撚糸文を地文とする。 20 は 3 本一対の沈線で波状連弧文・横線文が施さ れょ うか。胎

土中には細離を僅かに含む。 21は 2本一対の沈線により横線文と弧線文が施される。胎土中には細離を

僅かに含む。 22は沈線によ る直行・蛇行する懸垂文が施される。 胎土中には細礁を僅かに含む。 23は横 
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位に 2条の沈線が巡る。胎土中には細礁を僅かに含む。 24は内面に炭化物の付着がめだっ。胎土中には


細離を僅かに合む。 25・26は同一個体か。条線を地文とし、沈線による区画と渦巻文が描かれる。胎土


中には軽石と思われる黄灰色粒子を含む。 27は 2本一対の沈線による弧線文となろうか。胎土中には雲


母片を含む。色調は20が褐灰色 (5YR4/1)、21が灰褐色 (7.5YR5/2)、22が褐灰色 (5YR4/1)、 23


がにぶい褐色 (7.5YR5/2)、24がにぶい赤褐色 (5YR5/4)、 25・26はにぶい赤褐色  (2.5YR5/4)、
 

27がにぶい褐色 (7.5YR6/3)。
 

28~38は条線を地文とする。 28 は 2 本一対の沈線により連弧文が描かれる。胎土中 に は白色粒子を含

む。 29は 2条の沈線が巡る。条線は部分的な ミガキにより磨り消されている。胎土中には細離を多く含


む。30は沈線が巡る。胎土中には細離を僅かに含む。 31は 2本一対の沈線により蛇行す る懸垂文が施さ


れる。内面には炭化物が付着する。胎土中には砂操、 輝石を含む。 32・33は半行する沈線が垂下する。 32


の胎土中には細傑を僅かに含む。 33の胎土中には細礁を含む。 34は細離を僅かに含む。 35は細離を僅か


に含む。 36は棒状の貼付文が 2本みられる。胎土中には細礁を僅かに含む。 37は蛇行する隆帯が貼付され


る。胎土中には細礁を僅かに含む。 38は痛状の貼付文がみられる。胎土中には細礁を僅かに含む。色調は28が


灰褐色 (5YR5/2)、29が褐灰色 (7.5YR4/1)、 30がにぶい赤褐色 (5YR5/3)、31がにぷい撞色 (5YR4/4)、
 

32がにぶい赤褐色 (2.5YR4/3)、33が褐灰色 (7.5YR4/1)、34が灰褐色(7.5YR5/2)、35がにぶい樟色
 

(5YR6/4)、36がにぶい褐色 (7.5YR5/3)、37がにぶい褐色 (7.5YR6/3)、38が灰褐色 (5YR5/2)。
 

39は横線を多段に施し、蛇行する隆帯が垂下する。色調はにぷい赤褐色  (5YR5/4)で、胎土中に

は細礁を含む。 

40は平行する沈線を垂下 し、斜位の集合する沈線で器面をおおう。色調は灰褐色 (5YR4/1) で、胎

土中には細礁を含む。 

41は 2本の沈線聞に矢羽根状の沈線文が充填される。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)で、胎土中に

は細醸が僅かに含まれる。 

42は底部破片。半行沈線の懸垂文聞に弧線が多段に施される。色調はにぶい赤褐色  (5YR5/4)で、

胎土中には細礁を含む。

第41図 4は二等辺三角形を呈する打製石鎖。脚部を欠損する。黒曜石製で重量は  0.9g 0 5は縦長の

剥片。黒曜石製で重量は3.1g 。

第42図15は磨製石斧。先端を欠損する。全面がよ く研磨されている。緑色凝灰岩製で重量は 515g 。 

16は分銅形の打製石斧。両端を欠くO 桂岩製で重量は95g 0 17は捜形の打製石斧。両端を欠く。ホルン

フェルス製で重量は110 g。 

74号住居跡(第31図)

〔位置JC -3 G o 

0(住居構造J258Yに切られる。(平面形)円形。(規模)530x 520cmo (主軸方向) N-5 -Wo (壁


高) 6~56cmを測 り 、急斜に立ち上が る。(壁溝〉 西側は二重に巡り、東側は共用 し たと思われる。外


側は上幅20~40cm.下幅13~30cm ・深 さ 4 ~20cmを測り、全周する。 内側は上幅15~30cm ・下幅10~ 15cm・


深さ 7 ~l1 cmを測る。(床面〕全体に良く硬化 してい る。 拡張前のピ ッ ト 上部と 壁溝上部に貼床を施 し


ている。住居北側の床面が部分的に焼けている。(炉〉住居中央から北に偏って位置する地床炉。幅65
 

x55cm・深さ 20cmを測る楕円形の掘り込みを もっ。(柱穴)数本が集中する部分もあるが、 拡張前の主柱
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穴は Pl~P4 の 4 本が該当すると思われる 。 P5~P9 の 5 本は拡張後の主柱穴であろ う 。

〔覆土〕 

1層 黒褐色土 (7.5YR2/2)。ローム粒子を僅かに含み、焼土粒子、炭化物粒子を含む。硬質。こ

の層に遺物が多く含まれる。 

2層 黒褐色士 (5YR3/1)。 ローム粒子、焼土粒子を多 く含み、炭化物粒子を僅かに含む。硬質。 

3層 暗赤褐色土 (5YR2/2)。ローム粒子を多く含み、炭化物粒子を僅かに含む。硬質。 

4層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く 含む。粘性あり。

〔遺物〕覆土中から多量に出土した。 

3 

2 


6 

01n0ロ 

第32図 74号住居跡出土遺物  1 (1/4) 
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〔時期〕加曽利 EI式期。

〔所見〕拡張住居の可能性が大きい。 

74号住居跡出土遺物(第32・33図、第41図 6、第43図 1~ 13) 

1はキャリパー形の深鉢形土器で、頚部以上が遺存する。口径 23.5cmを測る。頭部は無文帯となる。

口縁部は RLの単節斜縄文を地文とし、降帯により楕円形 ・長方形などの区画が 8単位つ くられるが、

突起がつく部分では区画が広くなる。 区画連結部の隆帯上は、沈線による iSJ字状文で加飾される。

突起は 4ヶ所につけられる。図正面の突起は横長の長方形のもので、上部と前後・両側面に窓があくよ

うに粘土紐を使いつ くられる。また、この突起の基部から口縁部下端にかけては、やはり粘土組で上部

と前両・ 両側面が窓状にあく 把手がつけられる。連続する突起前面と把手上部の窓の周りには両端が渦

巻状になる iUJ字状の沈線が加えられる。突起上面の窓には沈線が巡らされる。突起右側面は iCJ

字状に窓があき沈線が巡る。 左側面は縦位に 2ヶ所の窓があき、それぞれが沈線によ って固まれる。把

手前而と両側面の窓も沈線によっ て固まれる。反対側の突起・把手は正面のものを小さくしたもので、

突起左側面の窓が lヶ所になる以外は同じ作りである。図左右の小型の突起は同じ作りで、口縁部文様

の2本組隆帯の渦巻文をそのまま口縁部に盛り上げて三角形状の突起とする。前後 ・両側面には円孔が

穿たれる。色調は灰黄褐色(1 0YR5/2)を呈し、胎土中には細離を多く含む。南東壁際の覆度下層か

ら逆位の状態で、住居中央に向けて傾斜をもって出土した。 

2は胴部上半以上が遺存する。口径 29cmを測る。胴部は円筒形を呈すると思われ、口縁部は僅かに内

湾しなが ら大き く聞き、口唇部は強く内屈し水平になる。口縁部は無文で、頚部には隆帯による長楕円

形の区画を 4単位設ける。 lヶ所の区画内には降帯と波状文が充填される。各区画の連結部には眼鏡状

把手がつき、そ こから 2本組隆帯の懸垂文が貼付される。また、懸垂文聞には蛇行する隆帯が垂下する。

地文は Lの撚糸文である。色調はにぷい樺色 (5YR6/4) を呈し、胎土中に は明黄褐色粒子を含む。

住居東側、覆土上層からの出土。 

3は口層部上の横長の突起に口縁部からの 2本組隆帯の渦巻文が連結する。突起部は上面と両側面に

窓があくが、上面の窓の周りには沈線が巡る。口縁部は縦位の集合する沈線を地文とし、 2本組隆帯で

区画される。色調はにぶい褐色 (705YR6/3)を呈し、胎土中には細礁を多く 含む。住居西側の覆土

上層から出土。 

4は大き く内湾する 口縁部の上端から隆帯を馬蹄形状に立ち上げて、尖頭状の突起とする。隆帯上に

は両端が渦巻状になる沈線が施される。突起には円孔が穿たれる。口縁部の文様は沈線による渦巻文と

なる。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)を呈し、胎土中には輝石、白色粒子を含む。炉の東側、覆土

下層からの出土。 

5は胴部下半1/2周程のみ遺存。径 11.7cmを測る底部から僅かに内湾しながらほぼ円筒状に立ち上が

る。 Lの撚糸文を地文とし、 2本組隆帯、蛇行隆帯が交互に垂下する。色調はにぶい赤褐色を呈し、胎

土中には細離を含む。 

6は浅鉢形土器。体部上位以上を欠損する。径 8.7cmを測る底部から、僅かに内湾しながら大きく聞

く。 色調はにぶい樟色 (2.5YR6/3)を呈し、胎土中には細礁を僅かに含む。東壁寄りの覆土上層から出土。 

7は波状口縁の土器。口縁部に沿って角押文が施される。以下、逆 iUJ字状の区画になろうか。地

文は斜位の細沈線。 色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土中には輝石、白色粒子を含む。 

8は隆帯を横走させ口縁部と胴部を区画する。口層部下部と隆帯上部に 2条の結節沈線文を巡らせ、 
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第33図 74号住居跡出土遺物 2 (1/3) 
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その聞に結節沈線文の方向を変えて山形に施す。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR5/4)で、胎土中には雲

母片を多く 含む。 

9は波状沈線文が 2条巡る。色調はにぷい赤褐色 (5YR5/3)で、胎土中には雲母片を多く含む。 

10は横位に連続爪形文が施される。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR5/3)で、 胎土中には雲母片を多く

含む。 

11は板状の突起で、上部は大きく広がり iTJ字状にな る。上端は平坦で長楕円形になる。口縁部か

らの刻みが加えられた隆帯がそのまま突起上端の縁辺部を巡る。平坦部には角押文が眼鏡状に施される。

色調は灰褐色 (7.5YR5/2)で、胎土中には細礁、 雲母片を多 く含む。 

12は外側竹管による押引文が巡る。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)で、胎土中には輝石を僅かに含む。 

13は角押文により器面が飾られる。角押文は一部波状に施され、 また、 三角形の区画内には三文文が

みられる。色調は灰黄褐色(1 0YR5/2)で、胎土中には雲母片を僅かに含む。 

14は口縁部に無文帯をもち、以下、隆帯を貼付した後、 RLの単節斜縄文が施さ れる。色調はにぷい

赤褐色 (5YR5/3)で、胎土中には輝石を含む。 

15は隆帯を巡らせ、上位には角押文、下位には連続爪形文を施す。 色調は灰褐色  (5YR4/2)で、

胎土中には輝石を含む。 

16は隆帯の脇に連続爪形文が施さ れ、それを波状沈線文がなぞる。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)

で、胎土中には細擦を僅かに含む。 

17は連続爪形文が加えられた隆帯が巡り、上位には沈線によ る文様、 下位には RLの単節斜縄文が施

される。 色調はにぶい赤褐色 (5YR4/3)で、胎土中には雲母片を僅かに含む。 

18は押引文が加えられた隆帯が巡り、上位には沈線による文様、下位には RLの単節斜縄文が施され

る。色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土中には輝石を僅かに含む。 

19は 2本組隆帯による渦巻文と沈線による重畳する長方形の区画がみられる。部分的に刻みが加えら

れる O 色調はにぷい赤褐色 (2.5YR5/4)で、胎土中には細礁、 輝石を僅かに含む。 

20~26は L の撚糸文を地文 と し 、 2 本組隆帯に よ り渦巻文や区画がつくられる。 20は渦巻文が器面か

ら突出する。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土中には輝石を含む。 21は隆帯が突出する。色調はに

ぶい赤褐色 (5YR5/3)で、 胎土中には輝石を含む。 22は口唇部上に山形の突起が付けられる。 突起

には楕円形の窓が穿たれる。口縁部の文様は渦巻文と縦長の隆帯。 色調はにぶい赤褐色 (5YR4/3)

で、胎土中には輝石を僅かに含む。 23は口縁部の 2本組隆帯が盛り上がり、そのまま口唇部上の小突起

となる。色調は灰褐色 (5YR4/2)で、 胎土中には暗赤色の粒子を僅かに含む。 24の色調はにぶい赤

褐色 (5YR5/3)で、胎土中には砂粒を僅かに含むが、精選されている。 25は長楕円形の区画がつく

られょう か。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土中には細離を僅かに含む。 26は頚部が無文帯になる。 

F27・28はRLの単節斜縄文を地文とし、 2本組隆帯により渦巻文や区 画がつくられる。 27の色調はにぶ

い樫色 (5YR6/4)で、胎土中には細離を僅かに含む。 28の色調は暗赤灰色 (2.5YR3/1)で、胎土中

には砂粒を僅かに含むが精選されている。 

29・30は2本組隆帯で区画がつ くられる。 区画内には縦位の沈線が充填される。 29の色調は褐灰色 

(7.5YR4/1)で、胎土中には輝石を多く 含む。 30の色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土中には輝石

を多く 含む。 

31~34は L の撚糸文を地文と し、 3 1~33は蛇行する隆帯が垂下する。 31の色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3) 
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で、胎土中には細離を僅かに含む。� 32の色調はにぶい赤褐色� (5YR4/3)で、胎土中には輝石を僅か

に含む。� 33の色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)で、胎土中には輝石を含む。� 34の色調は灰褐色� (7.5YR5/2)

で、胎土中には細礁を含む。� 

35・36はRL、37はLRの単節斜縄文を地文とする。� 35は横位に� 3条の沈線を巡らせ、以下、直行・

蛇行する懸垂文を施す。色調は黒褐色� (5YR3/1)で、胎土中には細離を含む。 36は2本組の隆帯が

垂下する。色調はにぷい褐色� (7.5YR5/3)で、胎土中には輝石を含む。� 37は2本組隆帯が弧を描いて

貼付される。色調はにぶい樟色� (7.5YR6/4)で、胎土中には輝石を多く含む。� 

38・39は長軸の両端に刻みが加えられた土器片錘。� 38は4.5x3.5cm、重さ� 22.6 gを測る。利用された

のは連続爪形文と波状沈線文が施された土器片で、色調はにぷい褐色� (7.5YR5/3)で、胎土中には輝

石を僅かに含む。� 39は6.7X6 cm・重さ68.2 gを測る。 土器片には刻みが加えられた� 2本組隆帯が貼付

され、沈線による渦巻文がみられる。色調は赤褐色(10YR4/3)で、胎土中には細礁、輝石を含む。

第41図6は側縁が外湾する打製石銭。基部の訣りはやや鋭角的である。黒曜石製で重量は0.9g。

第43図� 1~ 5・7は短冊形の打製石斧。� 1 • 2のよ うに先端部が僅かに聞く撮形に近いものもある。� 

4・5は基部を、� 7は先端を欠く。� lはホルンフェ� Jレス製で重量は� 175g0 2は身に反りがある。ホル

ンフェルス製で重量は220g 3は刃部に摩耗痕が認められる。片岩製で重量は110g 4は砂岩製で重0 0 

量は165 g0 5は砂岩製で重量は125 g0 7はホルンフェ ルス製で重量は� 80 g0 6は図正面の右側がくび

れる。安山岩製で重量は185 g0 8・9は撮形の打製石斧。� 8は基部を欠く。ホルンフェ ルス製で重量

は95g 9は先端を欠く。細粒砂岩製で重量は45g 10・11は分銅形の打製石斧。� 10は砂岩製で重量は� 0 0 

130 g 0 11は刃部が弧状を呈する。ホルンフェルス製で重量は175g 12は石皿。図正面右上に浅い凹む0 

がみられる。はんれい岩製。� 13は叩石。砂岩製で重量は� 340g 。� 

4号埋聾(第34・35図)

〔位置JA-2 G 

〔主軸方向JN-210 -w。

〔構造J45 x35cmの楕円形を呈する、深さ25cmの掘り込みをもち、深鉢形土器を埋設しているが、耕作

による撹乱が著しく、遺存状態が悪く胴部下位のみであ る。

〔時期〕加曽手iJE式期。

〔埋設土器〕胴部中位以下� 1/4周程の遺存度で、底径8.8cmを測る。低部からほぼ直線的に開 く。 器面

が荒れて不鮮明であるが、縦位の沈線が施されるら しし、。色調はにぶい樟色� (7.5YR6/4)を呈 し、 胎

土中には細離を僅かに含む。� 

!，-⑫ 
rlfみ

"生'" 

蕊暴露
05ocm 

。� 10 cm 

第34図� 4号埋妥� (1/30) 第35図埋設土器(1/4)� 
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354号土坑(第36図)

〔位置JC-2 G。

〔構造〕耕作による撹乱が著しし、。ピッ トは土坑に伴うのか確認でき ない。(平面形)不整円形。(規模) 

55 x 50cm・深さ 10cm前後を測る。壁はゆるやかに立ち上がり、坑底は平坦である。(長軸方向) N-230 -w。


〔覆士〕ロ ーム粒子を含む締まりのある黒褐色士 (上層5YR2/1、下層 7.5YR3/1)で、炭化物粒子を


僅かに含む。

〔遺物〕土器片 10点。

〔時期〕勝坂式期。 

354号土坑出土遺物(第38図 1~ 4) 


1~ 3は同一個体の可能性が大きい。 lは口縁部破片で、半載竹管による連続爪形文が附加された隆


帯で、環状の突起がつくられる o U縁部の文様は半哉竹管による平行沈線で楕円形の区画がつ くられ、区

画内には斜位の集合する沈線が充填される o 2 0 3は肩部から底部にかけての破片。両者を統合してみ

ると基本文様は半載竹管による逆 rUJ字状の縦区画で、区画内には斜位の集合する沈線が充填される。

色調はにぶい赤褐色 (5YR4/3)で、胎土中には霊母片を多く含む。 

4は波状口縁の土器で、口唇部が肥厚する。 U縁部lこは隆帯が横走する。口唇肥厚部の下位、隆帯の

上位に沿って角押文が施される。 色調はにぷい赤褐色 (5YR5/3)で、胎土中には雲母片を多く含む。 

355号土坑(第36図)

〔位置JB -2 G。

〔構造〕耕作による撹乱が著しい。西側のピ ット は土坑に伴うのか確認できない。 (平面形)不整楕円

形。(規模) 140x130cm深さ 35cm前後を測る。壁はゆるやかに立ち上がり、坑底は平坦である。(長軸o

方向) N 300 -w。← 

〔覆土〕ローム粒子を含む締まりのある黒褐色土(上層 10YR2/2、下層7.5YR2/わである。炭化物

粒子を僅かに含む。

〔遺物〕土器片27点、 打製石斧 1点。

〔時期)加曽手 IJE式期。 

355号土坑出土遺物(第38図 5~11、第43図 14) 

5は 2条の隆帯が弧状に貼付される。色調は灰赤色 (2.5YR4/2)で、胎土中には細礁が多く含まれ、

輝石も僅かにみられる。 

6はRLの単節斜縄文を地文とし、 蛇行する隆帯が垂下する。隆帯の両脇は沈線によ りなぞられる。

色調は褐)火色 (5YR4/1)で、胎土中には輝石、白色粒子が目立つ。 

7はLRの単節斜縄文を地文とし、蛇行する隆帯が垂下する。色調は灰褐色 (5YR5/2)で、胎土

中には輝石、 R色粒子を含む。 

8はRLの単節斜縄文を地文とし、 2本の隆帯が垂下する。色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土中

には細礁、輝記、 白色粒子を含む。 

9はLRの単節斜縄文が施される。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、白色粒子を僅かに含む。 

10は縦位に条線が施される。色調は赤灰色 (2.5YR4/1)で、 胎土は細離を僅かに含むがきめ細かい。 

11は土器片錘。 4x 3 cm・重さ 19.8gを測る。 長軸の両端に刻みが加えられる。 RLの単節縄文を地 
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文とし、横位の太沈線が施された土器片を利用している。 色調は暗赤灰色 (7.5YR3/1)で、胎土中に

は細離が多く含まれる。

第43図14は短間形の打製石斧。刃部側1/2程を欠 く。ホルン フェルス製で重量は65g。 

356号土坑(第36図)

〔位置JB -2 G。

〔構造〕耕作による撹乱が著しい。南側のピット は土坑に伴うのか確認できない。(平面形)不整楕円形。

(規模) 110x 100cm・深さ 15cm前後を測る。壁はゆるやかに立ち上がり、坑底は平坦である。(長軸方向) 

N-640 -w。

〔覆土〕ローム粒子を含む黒褐色土(上層10YR2/2、下層7.5YR2/2)で、下層には焼土粒子 ・炭化

物粒子を多く含む。

〔遺物〕土器片22点、剥片 1点。

〔時期〕加曽利 E式期。 

356号土坑出土遺物(第38図 12~17、第41 図7) 

12は口縁部に 3条の沈線を巡らせ、 Lの撚糸文が施される。色調は灰赤色 (2.5YR4/2)で、胎土中

には白色粒子を含む。 

13は頚部破片で、沈線が巡る。 色調はにぷい褐色 (7.5YR/3)で、 胎土中には細礁と輝石を含む。 

14はRLの単節斜縄文を地文と し、沈線が 2本垂下する。色調はにぷい赤褐色 (5YR5/3)で、胎

土中には灰黄色粒子を多く含む。 

15はRLの単節斜縄文を地文と し、隆帯が垂下する。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR5/4)で、胎土中

には細礁を多く含む。 

16はRLの単節斜縄文が施される。色調はにぶい赤褐色 (5YR/3)で、胎土中には砂粒を多く含む。 

17は条線を地文とし、 3条の沈線が垂下する。色調はにぶい樟色 (5YR6/4)で、胎土中には砂粒

を多く含む。

第41図 7は縦長の剥片で先端側1/2程を欠く。黒曜石製で重量は1.1g。 

357号土坑(第36図)

〔位置JB -2 G。

〔構造〕耕作によ る撹乱が著しい。(平面形〉不整円形。(規模) 120x125cm・深さ 1-30cmを測る。壁は

急斜に立ち上がり、坑底は平坦である。(長軸方向) N-130 -w。
〔覆土〕ローム粒子 ・焼土粒子・ 炭化物粒子を多く含む硬質の黒褐色土(10YR3/2)の単一土層である。

〔遺物〕土器片21点。

〔時期〕加曽利 EII式期。 

357号土坑出土遺物(第38図 18~2 1) 

18は隆帯による区画と渦巻文が施される。区画内の地文は RLの単節斜縄文。色調は灰赤色 (2.5YR4/2)

で、胎土中には細礁を僅かに含む。 

19は口縁部に降帯が巡る。色調は褐灰色 (5YR4/1)で、胎土中には細礁、白色粒子を僅かに含む。 

20はRLの単節斜縄文を地文と し、 3条の沈線が垂下する。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎 
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士には白色粒子を含む。� 

21は縦位の沈線を地文とし、� 2本の隆帯が垂下する。色調は灰褐色� (5YR4/2)で、胎土には細離

を僅かに含む。� 

358号土坑(第36図)

〔位置JB -2 G。

〔構造〕耕作による撹乱が著 しい。(平面形)楕円形。(規模)130x 100crn・深さ20crn前後を測る。壁は

ゆるやかに立ち上がり、坑底は平坦であ る。坑底に焼けた痕跡がある。(長軸方向)� N-620 -E。

〔覆土〕ロー ム粒子 ・焼土粒子を多く含む硬質の黒褐色士C10YR2/3)の単一土層である。

〔遺物〕土器片23点の出上があったが、図示できる遺物はなかった。

〔時期〕中期。� 

359号土坑(第36図)

〔位置JA-2G。

〔構造〕耕作による撹乱が著しい。南側のピ ットは土坑に伴 うのか確認できない。 (平面形)不整円形。 

(規模)120x110crn・深さ� 35cm前後を測る。壁はゆるやかに立ち上がり、 坑底は平坦である。(長軸方向)� 

N-200 -w。
〔覆土〕 ローム粒子を多く含む硬質の黒褐色土� C10YR2/3)の単一土層であ る。炭化物粒子を僅かに

含む。

〔遺物〕土器片13点。

〔時期〕加曽手IjEn式期。� 

359号土坑出土遺物(第38図 22~24) 

22はLRの単節斜縄文を地文とする。� 2条の沈線聞は磨り消される。内面には部分的に炭化物が付着

する。色調は褐灰色� (7.5YR4/1)で、胎土には細離を僅かに含む。� 

23はRLの単節斜縄文を地文とする。� 2条の沈線が垂下し、 沈線聞は磨り消される。色調はにぶい赤

褐色� (5YR5/3)で、胎土には細礁、白色粒子を僅かに含む。� 

24はLの撚糸文が施される。色調は灰褐色� (7.5YR5/2)で、胎土には輝石を多く含む。� 

360号土坑(第36図)


〔位置JB -2 G o 


〔構造〕耕作による撹乱が著し� L、。252Yに切られる。(平面形〉楕円形。 (規模)130x115cm ・深さ 1~ 

35cmを測る。壁は急斜に立ち上がり、 坑底は平坦である。(長軸方向)� N-130 -w。

〔覆士〕ローム粒子を多く 含む硬質の黒褐色士� (7.5YR2/2)の単一土層である。焼土粒子を僅かに含む。

〔遺物〕出土しなかった。

〔時期〕不明。� 

361号土坑(第36図)


〔位置JB -2 G。
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〔構造〕耕作による撹乱が著しい。(半面形)円形。(規模) 90X85cm・深さ� 10cm前後を測る。 壁はゆる

やかに立ち上がり、坑底は平坦である。(主軸方向) N-64 E。0 
-

〔覆土〕ローム粒子を含む硬質の黒褐色土� (10YR3/2)の単一土層である。炭化物粒子を僅かに含む。

〔遺物〕出土 しなかった。

〔時期〕不明。� 

362号土坑(第36図)

〔位置JB -2 G o 

〔構造� J254Yに切られる� 壁際と坑底の ピット は土坑に伴うのか確認できなし、。(平面形〉不整円形。O

(規模)120 X 120cm・深さ30cm前後を測る。 壁はゆるやかに立ち上がり、坑底は平坦である。(長軸方向)
 

N-520 -E 。

〔覆土〕ローム粒子を含む硬質の黒褐色士(1� 0YT2/2)の単一土層である。壁際はローム粒子が多い。

〔遺物〕土器片12点。

〔時期〕勝坂式期。� 

362号土坑出土遺物(第38図25・26)
 

25は幅広の連続押圧爪形文が施される。色調は暗赤灰色� (10YR4/1)で、胎土には雲母片を多く含む。
 

26は刻みを付加した隆帯が横位に貼付される。色調は灰褐色� (7.5YR5/2)で、胎土には細醸と輝石


を含む。� 

363号土坑(第36図)

〔位置JA -2 G o 

〔構造〕耕作による撹乱が著 しい。坑底と壁を切っているピッ トは土坑に伴うものか確認できない。

(平面形〉楕円形。(規模)90 x85cm・深さ� 20cm前後を測る。 壁はゆるやかに立ち上がり 、坑底は平坦で

ある。(長軸方向) N-140 -Wo 

〔覆土〕焼土粒子・焼土ブロ ックを多 く含む硬質の黒褐色土� (10YR2/3)の単一土層である。炭化物

粒子を含む。

〔遺物〕土器片� 4点

〔時期〕加曽利� EII式期。� 

363号土坑出土遺物(第38図27・28)
 

27はLRLの複節斜縄文を地文とし、� 2条の沈線が垂下する。沈線聞は磨り消される。色調はにぶい


赤褐色� (2.5YH5/3)で、胎土には細擦がめだっ。
 

28は縦位に沈線が施される。色調は� (2.
5YR4/1)で、胎土には輝石を多く含む。� 

364号土坑(第36図)

〔位置JA -2 G o 

〔構造〕耕作によ る撹乱が著しい。壁際の ピット は土坑に伴う のか確認でき ない。(平面形〉不整楕円

形。(規模)220 X 180cm・深さ25cm前後を測る。壁はゆるやかに立ち上がり、坑底は比較的平坦である。

(長軸方向)� N-630 -E。� 
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〔覆土〕 

1層 黒褐色土(10YR3/1)。 ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。硬質。 

2層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多 く含む。焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む。硬質。 

3層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多く 含む。硬質。

〔遺物〕土器片 8点。

(時期〕加曽手iJE II式期。 

364号土坑出土遺物(第38図29・30) 

29は口縁部に沈線が巡り、 LRの単節斜縄文が施される。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)で、 胎

土には輝石がめだっ。 

30は降帯で区画がつくられる。区画内は RLの単節斜縄文。色調はにぷい褐色 (7.5YR6/3)で、胎

土には軽石と思われる明黄褐色粒子を僅かに含む。 

365号土坑(第37図)

〔位置JA-2G。

〔構造〕耕作による撹乱が著しい。ピットは土坑に伴うのか確認でき なかった。(平面形)楕円形。(規

模) 160x 110cm・深さ10cm前後を測る。 壁はゆるやかに立ち上がり、坑底は平坦である。(長軸方向) N 

620 -E。

〔覆土〕
 

1層 黒褐色土 (7.5YR3/1)。 ローム粒子を含む。焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む。硬質。
 

2層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。硬質。
 

3層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む。やや硬質。
 

4層 暗褐色土 (7.5YR3/3)。ローム粒子を多く 含む。硬質。


〔遺物〕土器片 9点。

〔時期〕加曽利 E町式期。 

365号土坑出土遺物(第38図31"-'33) 

31は内湾しながら立ち上がる波状口縁の土器。口縁部には沈線が巡り、以下、幾何学的な磨消縄文と

なる。地文は LRの単節縄文。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には浅黄色粒子がめだっ。 

32は磨消縄文が施される。地文は LRの単節斜縄文。色調は灰黄褐色(10YR5/2)で、胎土は灰黄

色粒子を僅かに含み轍密である。 

33は土器片錘。 3.5X2.7cm・重さ10.8gを測る。長軸の両端に刻みが加えられる。 RLの単節縄文が

施された土器片を利用している。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には細離を含む。 

366号土坑(第37図)

〔位置JB -2 G。

〔構造〕耕作による撹乱が著しい。ピットは土坑に伴うのか確認ができなかった。(平面形)不整円形。

(規模) 85x85cm・深さ 40cm前後を測る。壁は急斜に立ち上がり、坑底は平坦である。

〔覆土〕ローム粒子を含む硬質の黒褐色土(10YR2/2)の単一土層である。焼土粒子・炭化物粒子を

僅かに含む。
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〔遺物〕出土しなかった。

〔時期〕不明。� 

367号土坑(第37図)


〔位置JB -2 G。


〔構造J254Yに切られる。(平面形)円形。(規模) 190 x 190cm・深さ30cm前後を測る。壁は急斜に立


ち上がり、坑底は平坦で整った形状をなしている。(長軸方向) N~35 0 ~W。

〔覆土〕不整合な堆積で埋め戻さ れた感が大き い。� 

1属� 254Y貼付。� 

2層 暗褐色土� (1 0YR3/3)。ローム粒子を多く 含む。ローム小フーロッ ク・炭化物粒子を僅かに含む。� 

3層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ローム粒子 ・ロー ム小ブロック ・炭化物粒子を含む。� 

4層 黒褐色土� (1 0YR2/2)。ローム粒子・炭化物粒子を含む。� 

5層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を多 く含む。� 

6層 暗褐色土� (1 0YR3/4)。ローム粒子を多 く含む。

〔遺物〕土器片65点、打製石斧� 2点。


〔時期〕加曽手IJEn式期。
 

367号土坑出土遺物(第39図34~44、第43図 15 ・ 1 6 )
 

34は口縁部に降帯による楕円区画がつくられ、区画内は隆帯に沿って角押文が巡る。 区画下位の降帯

下にも角押文が施される� また、口唇端部に も角押文がみられる。色調は灰褐色� (7.5YR4/2)で、胎O

土には芸母片を多く含む。� 

35はヒダ状の指頭圧痕を残し、角押文により波状文をつくる。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)で、

胎土には雲母片を多く含む。� 

36は浅鉢形土器か。上部に隆帯の貼付がみられる。色調は灰褐色� (5YR5/2)で、胎土に は細傑を

僅かに含む。� 

37~39は条線を地文にする o 37は口縁部に� 2条の沈線が巡る� 色調は褐灰色� (5YR4/1)で、胎士O

には細礁を僅かに含む。� 38は上位が沈線による波状文、 下位は� 2条の沈線が巡り、沈線聞には押引文が

施される。色調は褐灰色� (5YR4/1)で、胎土に は細礁、輝石を含む。� 39は沈線によ り弧線文 ・波状

文・平行線文が施される。色調は灰褐色� (5YR4/2)で、胎土には細操、輝石を含む。� 

40はRLの単節縄文を地文にし、僅かに蛇行する沈線が垂下する。色調は灰褐色� (7.5YR5/2)で、

胎土には白色粒子を僅かに含む。� 

41は沈線を地文にし、� 2本の隆帯が垂下する� 色調は赤灰色� (2.5YR4/1)で、胎土には細礁と僅かO

な輝石を含む。� 

42はLRの単節斜縄文が施される� 色調は赤褐色� (5YR5/4)で、胎士には白色粒子を含む。� O

43は条線が施される� 色調は灰黄褐色(1� 0YR6/2)で、胎土には白色粒子を含む。O

44は土器片錘。� 4x3.7cm、重さ24gを測る。長軸の両端に刻みが加えられる� 降帯と結節沈線文がO

みられる土器片を利用。色調は褐灰色� (5YR4/1)で、胎土には細礁を僅かに含む。

第43図15・16は短問形の打製石斧。� 15は万部側1/2程を欠 く。砂岩製で重量は� 85g 0 16は砂岩製で重

量は135g0 
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368号土坑(第37図)

〔位置 JC-2 G。

〔構造〕耕作による撹乱が著しい。(平面形)円形。(規模) 85 x85cm・深さ 30cm前後を測る。壁はゆる

やかに立ち上がり、坑底は平坦である。(長軸方向) N-650 -E。

〔覆土〕ローム粒子を多く含む暗褐色士 (7.5YR3/3)の単一土層である。

〔遺物〕土器片 3点。図ノ'J-¥できる造物はなかった。

〔時期〕加曽利 E式期。 

369号土坑(第37図)

〔位置JA-3 G。

〔構造〕北側は平成 8年度の調査で確認できない部分であった。(平面形)楕円形。(規模)不明。壁は

ゆるやかに立ち上がり、坑底は平坦である。(長軸方向) N-720 -E。

〔覆土〕ローム粒子を含む硬質の黒褐色土 (7.5YR3/1)の単一土層である。炭化物粒子を僅かに含む。

〔遺物〕出土しなかった。

〔時期〕不明。 

372号土坑(第37図)

〔位置JA-3 G。

〔構造J(平面形)楕円形。(規模) 130 x 100cm.深さ 20cm前後を調同。壁はゆるやかに立ち上がり、坑底

は平坦である。(長軸方向) N-490 -E。

〔覆土〕ローム粒子を含む硬質の黒褐色土 (7.5Y3/2)の単一土層である。焼土粒子・炭化物粒子を

僅かに含む。

〔遺物〕土器片 46点。

〔時期〕加曽利 EII式期。 

372号土坑出土遺物(第39図45~5 7) 

45は凹線に区画された口縁部が広い無文帯になる。凹線下は条線が施される。補修孔がみ られる。色

調は灰褐色 (5YR5/2)で、胎士は輝石を含むが細かい。 

46は器面に擦痕が残る。色調は灰褐色 (7.5YR5/2)で、胎土には輝石を含む。 

47は波状口縁になろうか。口縁部には凹線が巡り、 LRの単節斜縄文が施される。色調は褐灰色 

(5YR4/1)で、胎士には細礁を含む。 

48は凹線下に LRの単節斜縄文が施される。色調は黒褐色 (5YR3/1)で、胎士には輝石、白色粒

子を僅かに含む。 

49はRLの単節斜縄文を地文にし、 2条の沈線が横走する。沈線聞は磨り消される。色調は灰赤色 

(2.5YR5/2)で、胎土には白色粒子を僅かに含む。 

50はRLの単節斜縄文が施される。色調はにぷい赤褐色 (5YR5/3)で、胎土中には細礁を僅かに含む。 

51は凹線による区画がつくられょうか。地文は RLの単節縄文。色調は褐灰色 (5YR4/1)で、 胎

土には輝石を僅かに含む。 

52はLRの単節斜縄文を地文にし、平行沈線・蛇行沈線が垂下する。沈線聞は磨り消される。色調は 
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にぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には白色粒子を含む。 

53~56は平行沈線を垂下する。沈線聞は磨り消さ れる 。 53の地文は L RL の複節斜縄文。 色調はにぶ

い褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には白色粒子を僅かに含む。 54の地文は RLの単節斜縄文。色調はにぶ

い赤褐色 (5YR5/1)で、胎土には輝石を僅かに含む。 55はLRの単節斜縄文を地文にする。色調は

にぶい褐色 (7.5YR6/3)で、胎土には白色粒子を僅かに含む。 56はLRの単節斜縄文を地文にする。

色調はにぶい樫色 (5YR6/4)で、胎土は精選されて細かし 1。 

57は条線が施される。色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土には輝石を僅かに含む。 

373号土坑(第37図)

〔位置) A-3 G。

〔構造〕耕作による撹乱が著しい。(平面形)不明。 (規模)不明 x100cm。壁はゆるやかに立ち上がり、

坑底は僅かにくぼんでいる。(長軸方向) N-330 -w。

〔覆土〕 ローム粒子を含む硬質の黒褐色土 (7.5YR3/3)の単一土層である。 炭化物粒子を僅かに含む。

〔遺物〕出土しなかった。

〔時期〕不明。 

374号土坑(第37図)

〔位置) B -3 G。

〔構造〕耕作によ る撹乱が著しい。(平面形)不整円形。(規模) 120 x 120cm・深さ 20cm前後を測る。壁

はゆるやかに立ち上がり、坑底は平坦である。(長軸方向) N-610 -w。

〔覆土〕焼士粒子・炭化物粒子を多く含む硬質の黒褐色土 (7.5YR3/2)の単一土層である。

〔遺物〕土器片 16点。

〔時期〕加曽利 E1式期。 

374号土坑出土遺物(第39図 58~ 6 3) 

58は波状沈線文が施される。色調は褐灰色 (5YR5/1)で、胎土には雲母片を多く含む。 

59は隆帯に沿って連続刺突文が施される。色調は褐灰色 (5YR4/1)で、胎士には細礁を含む。 

60は口縁部に 2本組隆帯で区画と渦巻文がつくられる。 区画内は LRの単節斜縄文。 渦巻文の中心に

は円孔が穿たれる。口唇部上には口縁部の渦巻文から盛り上がった渦巻状の突起がつく。 突起の側面に

も円孔が穿たれる。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には輝石が僅かに含まれる。 

61は条線を地文にする。降帯による渦巻文がつくられょうか。色調は灰褐色 (7.5YR5/2)で、胎土

には雲母片を僅かに含む。 

62はRLの単節斜縄文を地文に し、横位に 3条の沈線が施さ れる。図下端にも弧線がみられる。色調

は灰褐色 (5YR5/2)で、胎土には白色粒子が多 く含まれる。 

63は条線が施される。色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)で、胎土は精選されて細かい。 

375号土坑(第37図)

〔位置) B -3 G。

〔構造〕耕作による撹乱が著しい。 坑底の ピットは土坑に伴うのか確認できなかった。(平面形)不整 
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円形。(規模)100x100c血・深さ20cm前後を測る。 壁は急斜に立ち上がり、坑底は平坦であ る。� (長軸方

向)� N-640 -E。

〔覆士〕� 

1層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子を含む。ローム小ブロック・焼土粒子・ 炭化物粒子を僅

かに含む。粘性あり� O 

2層 褐色土� (7.5YR4/3)。ローム粒子を多く含む。
 

3層 明褐色士� (7.5YR5/6)。ロームブロッ ク。
 

4層 にぶい黄褐色士� (10YR4/3)。ローム粒子 ・炭化物粒子を多 く含む。
 

5層 黄褐色土(10YR5/6)。ローム粒子を多く 含む。ローム小ブロ ック を僅かに含む。


〔造物〕土器片33点。


〔時期〕勝坂式期。
 

375号土坑出土遺物(第39図64~68、第40図69~ 73)
 

64は円筒形の土器になろうか。沈線による曲線的なモチー フが描かれ、沈線聞に多段の三角押文、草

睦状・帯状に施文した連続刺突文、放射状の刻みが加え られた痛状の貼付文が配される。 色調は褐灰色� 

(7.5YR4/1)で、胎士には細離が僅かに含まれる。� 

65は口縁部に連続爪形文が付加された隆帯が横位に貼付される。色調は灰褐色� (5YR5/2)で、胎

士には雲母片を多く含む。� 

66は沈線聞に連続爪形文が加えられる。外面には部分的に煤が付着する。色調は褐灰色� (7.5YR4/1) 

? 
72 


69 
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で、胎土には白色粒子が含まれる。� 

67はRLの単節斜縄文を地文とする� 刻みが加えられた隆帯が眼鏡状に貼付され、 そこか ら同様の隆O

帯が垂下する。色調は赤灰色� (2.5YR4/1)で、胎土には輝石を含む。� 

68は2条の沈線が横走する。上段には沈線と多段の三角押文が施される。下段は無文になろ うか。色

調は灰褐色� (5YR4/2)で、胎士には細離を含む。� 

69~73は同一個体で、円筒形を呈する深鉢形土器。口唇部は摘みだされたよ うに外側に はみだす。凹

線を巡らせて区画とし、口縁部は無文になる。胴部はRの細かい撚糸文を縦位・斜位・ 格子状に施す。

色調はにぶい赤褐色� (2.5YR5/3)で、胎土には細擦と僅かな雲母片を含む。� 

376号土坑(第37図)

〔位置JB -3 G。

〔構造〕耕作による撹乱が著しい。(平面形)円形。(規模)90 x90cm・深さ30cm前後を測る。壁は急斜に

立ち上がり、坑底は平坦である。(長軸方向)� N-620 -E。

〔覆土〕ロ ム粒子を多く含む硬質の灰黄褐色土(1� 0YR4/2)の単一土層である。炭化物粒子を含む。

〔遺物〕土器片� 7点。

〔時期〕加曽利� EII式期。� 

376号土坑出土遺物(第40図 74~77) 

74は条線を地文とし、隆帯が貼付される� 色調は灰褐色� (7.5YR5/2)で、胎土には雲母片を僅かにO

含む。� 

75はLRの単節斜縄文を地文とし、平行する沈線が垂下する。 沈線聞は磨り消される。 色調はにぶい

赤褐色� (5YR5/3)で、胎士には輝石が僅かに含ま れる。� 

76は横走する沈線下に条線が施される。色調はにぷい赤褐色� (5YR5/3)で、胎土には黒色粒子を

含む。� 

77はRLの単節縄文が施される。色調は褐灰色� (7.5YR4/1)で、 胎士には軽石と思われる灰黄色粒

ぬ1
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2 
 ~ID邑 
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子を含む。� 

377号土坑(第37図)


〔位置JB -4 G。


〔構造〕耕作による撹乱が著しし、。� 72J ・255Yを切る。(平面形〉円形。(規模)� 120 x110crn・深さ� 30
 

crn前後を測る。壁は急斜に立ち上がり、坑底は平坦である。(長軸方向)� N-70o -E。

〔覆土〕� 

1層 黒褐色土� (1 0YR2/3)。ローム粒子・ ロー ム小ブロッ クを多く 含む。 炭化物粒子を僅かに含

む。粘性あり。
 

2層 暗褐色土� (1 0YR3/3)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。硬質。
 

3層 暗褐色土� (1 0YR3/3)。ローム粒子を多 く含む。硬質。
 

4層 暗褐色土� (7.5YR3/4)。ローム粒子を多く 含む。硬質。


〔遺物〕土器片� 37点。


〔時期〕加曽利� EII式期。
 

377号土坑出土遺物(第40図78~87) 

78は降帯による区画内に� RLの単節斜縄文が施される。色調は褐灰色� (7.5YR4/1)で、 胎土には輝

右ーを多く 含む。� 

79は沈線による重弧文が施される。色調は灰褐色� (5YR5/2)で、胎土には輝石が僅かに含まれる。� 

80は浅鉢形土器になろうか。口縁部内出には� 2条の沈線が巡る。沈線聞には連続刺突文が加えられる。

部分的に赤色顔料が付着する。色調は灰赤色� (2.5YR4/2)で、 胎土には輝石を僅かに含む。� 

81は条線を地文にし、弧線が施される。色調は灰褐色� (5YR5/2)で、胎土には輝石を含む。� 

82はLRの単節縄文を地文にし、沈線により文様が描かれる。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/3)で、

胎士には輝石を僅かに含む。� 

83はLRの単節斜縄文を地文にする。貼付された� 2本組隆帯は渦巻文の端部であろうか。色調は褐灰

色� (5YR5/1)で、胎土には輝石を含む。� 

84~86は RL の単節斜縄文を地文にし、 2 本組隆帯が垂下する。 84の色調は褐灰色 (7 . 5YR5/1)で、

胎士には輝石を含む。� 85の色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)で、胎土には輝石を僅かに含む。� 86の色

調は灰褐色� (7.5YR5/2)で、胎土には輝石を多く含む。� 

87はLの撚糸文が施される。色調はにぶい樫色� (5YR6/4)で、 胎土には輝石を僅かに含む。� 

( 2 )弥生時代後期後半から古墳時代前期前半の遺構と遺物 

131号住居跡(第44図)


〔位置JA-3 G。


〔住居構造〕平成� 8年度に北側調査済み。� 73Jを切る。 (平面形)楕円形。(規模) 490 x450c皿。(主軸


方向)� N-380 -Wo (壁高)26~52crnを測り、 急斜に立ち上がる。 (壁溝) 上幅15~30crn ・ 下幅 5 ~10 

C皿・深さ� 2~7 crnを測る。北西コーナーで途切れるがほぼ全周する。(床面)炉の周辺に貼床が施され


ている� 全体に良く硬化している。 (炉)住居中央か ら北に偏って位置する。� rnの楕円形を呈するO 65x55c

地床炉で、深さ� 10crnを測る。(柱穴)� 5本検出される。主柱穴は各コーナ一部の� 4本であろう。北側の� 
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2本は斜めの掘り込みをもっ。南壁際の� 1本は入口施設と思われる。(貯蔵穴)南東コ ーナー壁下に位


置する。� 40x 30cmの楕円形を呈し、深さ� 19cmを測る。貯蔵穴上部から小型の壷が出土した。貯蔵穴の北


側には幅18~30cm ・高さ 1 ~ 3 cmの凸堤が構築されている。


〔覆土〕北東コーナーに径� 40cm・厚さ� 2cm前後の赤褐色士が堆積する。
 

1層 暗褐色士。ローム粒子を多く含む。
 

2層 暗褐色土。ローム粒子を含む。
 

3層 黒褐色士。ローム粒子を含む。
 

4層 褐色土。ローム粒子を多く含む。
 

5層 黒色土。ローム粒子を僅かに含む。
 

以 。品、� 
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第44図� 131弓住居跡(1/60) 
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6層 暗黄褐色土。ローム粒子・ローム小ブロックを多く 含む。 

7層 黒褐色土。ロームブロックを多く含む。貼床。

(遺物〕貯蔵穴や北西コーナー付近から出土した。

〔時期〕弥生時代後期後半。 

131号住居跡出土遺物(第45・46図)

壷形土器(1・ 2-5-11) 

1は口縁部と体部 1/2程度を欠損する。底径 7cm、現存器高13cmと小型の土器である。頚部は直立

気味に立ち上がり、頚部と体部の境目には凸帯が巡る。凸帯の上部は削り出しで、段を作りだしている。

体部はイチジク形を呈する。底部は平底だが、粗く削られるため平坦ではなし、。外面の調整は、頚部は

横位のへラミガキにより直立部を作り出している。頚部凸帯上の下段から、先端の鋭いへラ状の施文具

により斜めに連続刺突を行い所謂有段羽状文を施す。その下には 8本ないし 9本の浅い櫛描波状文が施

され、最下段には同じ施文具による横線文が施される。文様帯は全体に非常に稚拙であ る。体部は横方

向にへラミガキが施されるが、ハケメ痕が残る。内面は頚部までは横方向のへラ ミガキが施され、以下

へラナデされる。底部内面にはハケメ痕が残る。内面の調整が途中で明らかに変化しているのは口縁部

から頚部までと、頚部から体部下半までと、体部下位以下の三段階に分けて、それぞれの間である程度

乾燥させてから作られているからと推測される。 以上のよう な器形、文様、整形の特徴を もっこの土器

には、菊川式土器の要素が認められる。色調はにぷい赤褐色 (5YR5/4)を呈する。 胎土に は軽石と

臣、われる白色粒子、樟色粒子を多く含むが、細か く堅轍である。貯蔵穴からの出土である。 

2は頭部1/2のみ残存する。頚部でくびれて口縁部は外反する器形と推測されるが、 全体の器形は不

明である。外面の調整はハケメ調整後縦方向にへラミガキされる。内面は口縁部をハケ メ調整後、へラ

ナデされるが、横位のハケメ痕が残る。内外面ともに口縁部は赤彩される。色調はにぶい赤褐色 

(5YR4/4)を呈する。胎土には 1- 010mmの小様、砂粒、軽石と思われる白色粒子を含むがきめ細かし '
5は複合口縁部破片。口縁部外面には、撚りの異なる単節縄文を用いた羽状縄文が施さ れ、下段には

ハケ状工具による刻みが施される。口唇端部に も RLの単節斜縄文がみられる。器面はへラミガキされ 

2 


4 

3 
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第45図 131号住居跡出土遺物 1 (1/4) 
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るが、口縁部直下に僅かなハケメ痕を残す。色調は灰褐色 (7.5YR5/2)を呈し、縄文帯以外は赤彩が

施される。胎士には細操、砂粒、 白色粒子、赤褐色粒子、黒チ ャート を含む。外面には黒斑が残る。 

6は複合口縁部破片。口縁部外面には RLの単節縄文が羽状に施さ れ、棒状浮文が付加される。口唇

端部にも RLの単節縄文が施され、僅かに赤彩痕がみられる。器面はへラミ ガキ される。頚部内面には

円形の赤彩痕がみ られる。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。 胎土は細礁、砂粒、 白色粒子、

赤褐色粒子を含むがきめ細かく精製される。 

7は鉢形土器の可能性もある口頚部破片。内外面とも にへラ ミガキされる。 色調はにぶい赤褐色 

(5YR5/4)を呈する O 胎土には細醸、砂粒、軽石と思われる白色粒子 ・赤褐色粒子を含む。 

8~11は同一個体で、いずれも肩部破片である。 櫛描き によ る波状文と横線文が施されている。 8 ・ 

9は、 10本櫛歯による横線文 l段と、波状文が 2段、 下段には横線文が 1段施されている。 10は、 2段

の波状文と下段に 1段の横線文が確認される。 11は、 半円文であろうか。外面はハケメ調整後へラミガ

キされるが、 僅かにハケメ痕を残す。内面はへラナデされるが、僅かにハケメ痕を残す。色調はにぶい

赤褐色 (5YR5/4)を呈し、外面には赤彩が施される。胎土には細礁、砂粒、赤褐色粒子、軽石と恩

われる 白色粒子を含むがきめ細か く堅織である。 

2 ・ 5~11 はいずれも覆土中か ら の出土である。

聾形土器 (3・4・12)
 

3は口縁部と護部上半 1/3程度が遺存する。推定口径 17cmを出回 。球状を呈すると推測される体部か

ら頚部でくびれて、口縁部は僅かに外反する器形である。口唇部は ヨコ ナデされる。外面はへラナデさ

れるが、口頭部縦位、体部斜位のハケメ 痕が残る。内面はへラナデされるが、口縁部に横位のハケメ痕

が残る。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)を呈する。胎土には砂粒、 小磯、白色粒子、赤褐色粒子を

含む。 炉上から出土した。 

4 は護部下半以下が遣存する。 裾径12~13cmを測 る。 脚台部は裾部にかけて直線的に聞く器形である。

内外面ともにへ ラナデされるが、 外面縦方向、脚部内面には横位のハケメ痕が残る。色調はにぶい褐色 

(7.5YR5/3)を呈する。胎土には砂粒、細礁、白色粒子を含む。住居跡北西コ ーナー付近床面上から 
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の出土である。

ケメ 痕が残る。 内面はへラナデされる。色調は灰褐色ノ、は体部破片。外面はへラナデされる が� 12
 

(lOYR4/1)を呈し、外面には煤が付着する。胎土には細操、砂粒を含む。覆土中よ り出土。� 

132号住居跡(第47図)

〔位置JA-2 G 。

〔住居構造〕北側の半分は平成� 8年度に調査済み。� 28Jを切る。� (平面形)楕円形。� (規模)520x435cm。

(主軸方向) N-380 -W o (壁高) 29~36cmを測り、 急斜に立ち上がる。 (壁溝〉 上幅13~20cm ・ 下幅 

5 ~10cm ・深さ 2 ~ 8 cmを測り、全周する。(床面)南側の一部と炉の周辺が良く硬化 している。(炉)


住居中央から北に偏って位置する。� 100x65cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 6cmを測る。(柱穴)南


側コーナーに� 2本検出する。中央南壁下に位置する小ピッ トは入口施設と思われる。(貯蔵穴)南東コー


ナー壁下に位置する。径� 25cmの円形を呈し、深さ� 25cmを測る。


〔覆土〕上層はローム粒子を僅かに含む黒褐色士、 下層はローム粒子 ・小ブロックを多 く含む暗褐色土

であるが、撹乱が著しく 詳細は不明である。

〔遺物〕南東コーナーの床面上に土器小破片が分布。覆土中から土器片が多く出土した。

〔時期〕弥生時代後期後半

。Q
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132号住居跡出土遺物(第� 48図)

壷形土器� ( 1・3・8)
 

lは複合口縁を有する壷形土器の口頭部破片。 内外面ともにへラミガキされるが、複合口縁部外面は

横方向、体部外面は縦方向のハケメ痕を残す。色調はにぶい樟色� (5YR6/4)を呈し、胎土には細磯、

砂粒、 白色粒子、輝石を含むがき め細かく堅轍である。� 

3は口頭部破片。口唇部ヨコ ナデ。内外面ともにへラミガキされるが、外面縦位、 内面横位のハケメ

痕が消しきれずに残っているのが観察される。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR5/4)を呈する。胎土には

細礁、砂粒を含むがきめ細かく堅轍である。� 

8は底部破片。外面底部はへラナデされる。外面体部はへラナデされるがノ、ケメ痕を残す。内面はへ

ラミガキを施す。色調は灰褐色� (7.5YR5/2)を呈する。外面底部には黒斑がみられる。胎土には細礁、

砂粒、白色粒子を含む。

いずれも覆土中からの出土である。

聾形土器 (2 ・ 4~ 7) 

2は口頭部破片。頚部は「く」字状に屈曲し、口縁部は外反する。口唇部にはやや左方向から刺突され

た刻みが施される。内外面と もにへラ ナデされるが、体部外面に僅かにハケメ痕が残る。色調はにぶい

褐色� (7.5YR6/3)を呈する。胎土には細操、 砂粒を含むが、精製されきめ細かく堅轍である。� 

4 ~ 6 は同一個体か。 いずれも外面はへラナデされるが、 粗いハケメ痕を残す。 内面はへラナデされ

る。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈し、胎土には細礁、砂粒、赤褐色粒子、白色粒子を含む。� 

7は底部破片。外面底部はへラナデされる。外面体部はへラナデされるがハケメ痕を残す。内面は組

くへラ ミガキが施される。色調は暗赤灰色� (10YR4/1)を呈し、外面には煤が付着する。胎土には細

礁、砂粒、白色粒子を含む。

いずれも覆土中からの出土である。� 

252号住居跡(第49図)

〔位置JB -3 G。

〔住居構造〕耕作による撹乱が著 しい。� 73Jを切る。(平面形)不整方形。(規模)� 440 x 460cmo (主軸


方向)� N-680 -Eo (壁高)� 4~27cmを測 り 、 急斜に立ち上がる。(壁溝)なし。(床面)貯蔵穴と入


口の問、炉の東側が部分的に硬化している。(炉)住居中央から東に偏って位置する。不明� x60cmの楕


円形を呈する地床炉で、深さ� 4cmを測る。炉の西側に土器片と離を検出する。(柱穴)� 5本検出された。


主柱穴は各コーナ一部の� 4本で西壁際の� 1本は入口施設と思われる。(貯蔵穴)南西壁下に位置する。
 

50 x40cmの楕円形を呈し、深さ� 27cmを測る。貯蔵穴の東側に幅� 20cm前後 ・高さ� 1~ 3 cmの凸堤が構築さ
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れている。� 

(覆土〕� 

1層 黒褐色土(10YR2/2)。ロー ム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。締まりあり。� 

2層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ロ ーム粒子を多 く含む。焼土粒子 ・炭化物粒子を含む。炭化物材片

を部分的に含む。締ま りあり。

〔造物〕床面上と炉の周辺に多 く出土 した。

〔時期〕弥生時代後期後半。

〔所見〕床面上に炭化材があ り、焼失住居のロ� J能性が大きい。� 

252号住居跡出土遺物(第50・51図)

壷形土器(1-3・6・7・9)
 

1は複合口縁をもっ。推定口径� 9cm、底径� 5.5cm、器高� 10.7cmを測る小型の土器である。全体の� 1/3

程度遺存する。体部下半に最大径をもち、玉葱状を呈する。 頭部でく びれて、複合口縁部は大きく外反

する。頚部には円形浮文が� 2個確認できる。肩部には無節の縄文が施されるが、僅かに確認できるのみ

である。外面はハケメ調整後へラミ ガキ されるが、複合口縁の下端に僅かにハケメ痕が残る。口唇部内

外面ヨコナデ、複合口縁部外面はへラナ デされる。内面口縁部は、 ハケメ 調整後横方向のへラミガキが� 
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施される� 頚部以下はへラナデされるが工具痕が残る。輪積痕 も明瞭である 。色調はにぶい撞色� O

(7.5YR6/4)を呈し、体部下半と底面には黒斑がみられる。胎土には細操、砂粒、白色粒子、黒い礁

のようなものを多 く含む。貯蔵穴付近、床面上からの出土である。� 

2は2/3程度遺存する。底径� 4.8cmと小型の土器である。口縁部は欠損するが頚部でくびれて、口縁

部は外反する器形と思われる。最大径を体部中位にもち、やや長胴気味の器形である。外面はへラミガ

キされるが、口縁部 ・体部下半にはハケメ痕が残る。口縁部内面はハケメ 調整後へラミガキされるが、

ハケメ痕が残る� 体部内面は横方向にへラナデされるが、輪積痕が明瞭に残っている。平底の底部はナO

デられている。色調は灰褐色� (7.5YR4/2)を呈し、外面は赤彩される。胎土には細礁、白色粒子、黄

櫨色粒子、砂粒を含むがきめ細かい。貯蔵穴付近、床面上からの出土である。� 

3は複合口縁を もっ。推定口径約� llcmと小型で口縁部� 1/3程度遺存する。全体の器形は不明であるが、

頚部は直立気味に立ち上がり、複合口縁部へか 耐間耐~一一市左

けてゆるやかに外反し、口縁部は僅かに内湾気

味に聞く器形であ る。口縁部外面には� 4本一単

位とする棒状浮文が貼付される。外面の調整は、

口縁部はハケメ調整後横方向に、頚部は縦方向

にへラミガキ される。内面は横方向にへラミガ

キされる� 口唇部はヨ コナデされる。色調はにO

ぶい赤褐色� (5YR5/4)を呈 し、内外面と も

に赤彩される。胎土には細礁、砂粒、白色粒子、

樟色粒子を含むが細かい。住居跡中央付近、床

面上からの出土である。� 

6 • 7は複合口縁部破片で同一個体か。口縁

部外面には� 5本一単位と推測される、棒状浮文

。が貼付される。外面はハケメ調整後へラミガキ 3 
' 

10 cm 

されるが、消しきれないハケメ痕が残る。内面� 第50図� 252号住居跡出土遺物� 1 (1/4) 
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はへラミガキされる。色調はにぷい赤褐色� (5YR5/3)を呈し、胎土には細礁、砂粒、白色粒子を含

む。内外面ともに赤彩される。� 6はP4からの出土。� 7は貯蔵穴付近床面上からの出土である。� 

9は肩部破片。 外由には反撚り� Rの斜縄文が施される。以下横方向にへラミガキが施される。内面は

へラナデされる。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈し、外面には赤彩痕がみられる。胎土には細礁、

砂粒、赤褐色粒子を含む。住居跡中央付近、床面上からの出土である。

護形土器� (4・5・8・10)
 

4は台付護形土器の護部1/3程度残存する。推定口径約23cmを測る。 口唇部にはハケ状工具で刺突さ

れた刻みが巡る。最大径を体部上半にもち、脚部へとすぼまる器形である。頚部はゆるやかに くびれ、

口縁部は外反する。外面の調整は、頚部 ・体部ともにへラナデされるが頚部縦位、体部斜位のハケメ痕

が残る。内面はへ ラナデさ れるが、口縁部に横方向のハケメ痕が残る。色調は灰褐色� (5YR4/2)を

呈し、外面体部中位より上には、炭化物が付着する。胎土には細礁、砂粒、樟色粒子を含む。炉の上と

その周囲の床面上から出土した。� 

5は台付整形土器の脚台部のみ残存する。裾径推定約llcmを測る。 脚裾部へかけて僅かに内湾しなが

ら聞く器形である。 脚端部外面は面取りされるようにケズられている様子が観察できる。内外面ともに

へラナデされるが、僅かにハケメ 痕が残る。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈し、胎士には細礁、� 

砂粒を多く含み粗い。覆土中からの出土である。� 

8 • 10は口頭部破片。
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8は口唇部にやや左方向から刺突された刻みが巡る。内外面と もにへラナデされる。色調はにぶい檀

色� (7.5YR6/4)を呈する。胎土には、細礁、砂粒を含む。住居北寄りのピット脇から出土した。� 

10は口唇部に先端の丸い棒状工具で刺突された刻みが巡る。外面はへラナデされるが体部にハケメ痕

が残る。内面はへ ラナデされる。色調は褐灰色� (5YR4/1)を呈し、 外面には煤の付着がみられる。

胎土には細操、砂粒を含む。覆土中からの出土。� 

253号住居跡(第52図)

〔位置JC -1 G o 

〔住居構造〕東側調査区外。耕作による破壊が著 しし、。(平面形)楕円形。(規模)不明� X590cmo (主軸

万向)� N-310 -Eo (壁高)21~26cmを測り、 急斜に立ち上がる。 (壁溝〉上幅12~25cm ・ 下幅 4 ~10 

cm・深さ� 5~12cmを測る。撹乱により A部破壊さ れているが、全周すると思われる。 (床面)部分的に硬

化 しているが全体に軟弱。(炉)住居中央から北に偏って位置する。� 140X 70cmの楕円形を呈する地床炉

で、深さ� 18cmを測る。(柱穴)主柱穴を明らかにすることはできなかった。� 

(覆土〕 ローム粒子・焼土粒子を僅かに含むやや硬質の黒色土� (7.5YR1.7/1)であるが、撹乱が著し

く詳細は不明であ る。

〔遺物〕覆土中から土器片が僅かに出土。

〔時期〕弥生時代後期後半~古墳時代前期前半。� 

253号住居跡出土遺物(第53図)

奇形土器(1・� 2) 


1は肩部破片。� Rの無節縄文の端末を結節した原体を横に回転し、さらに別の� Lの無節縄文を用い羽

状にしている。内面はへラナデされたと推測さ れるが摩耗が激 しく確認が困難である。色調は褐灰色� 

(5YR4/1)を皇する。 胎土には細機、砂粒、白色粒子を含む。� 

2は肩部破片。� RLの単節縄文を� 3段、羽状に施している。縄文帯以外はへラミガキされる。内面は

へラナデされる。色調はにぶい樟色� (5YR6/3)を呈する。外面は縄文帯を除き赤彩される。胎士に

は細操、砂粒、白色粒子を含むが、 精製さ れておりきめ細かく堅轍である。

いずれも覆土中からの出土である。


聾形土器(3~ 6) 


3は口縁部破片。口唇部には浅く刺突された刻みが巡る。内外面ともにへラナデされるが、外面縦位、


内由ー横位のハケメ痕が残る� 色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)を呈する。胎土には細操、砂粒を含む。
 O

4~6 は体部破片。 

4は外面へラナデされるが、ハケメ痕が残る。内面はへラナデされる。色調は赤灰色� (2.5YR4/1)

を呈する。胎土には細礁、砂粒を含む。
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5は内外面ともにへラナデされるが、外面縦位、内面横位のハケメ痕が残る。色調は灰褐色� (7.5YR5/2)

を呈する� 胎土には細操、砂粒を含む。O

6は内外面ともにへラナデされるが外面には横位の粗いハケメ痕が残る。色調はにぶい樟色� (5YR6/4)

を呈する� 胎土には細操、砂粒、白色粒子を含む。O

いずれも覆土中からの出土。� 

254号住居跡(第54図)

〔位置JB -2 G o 

〔住居構造〕耕作による撹乱が著しい。� 361・367Dを切る。(平面形)不整楕円形。(規模) 610x600cm。

(主軸方向) N-250 -Wo (壁高) 6 ~25cmを測 り 、 ゆる やかに立ち上がる。(壁溝) 上幅 14~24cm ・


下幅� 5 ~ 7 cm・深さ� 2 ~13cmを測る O 全周する。(床面)全体に軟弱である o (炉〉住居中央から西側に


偏って位置する。� 55x40cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 5cmを測る。(柱穴)北 コーナーを除き� 3
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本検出する。中央南壁� F"，こ位置するピットは、入口施設と思われる。(貯蔵穴〕南壁下、東に偏 って位


置する o 34 x 25cmの楕円形を呈 し、深さ� 31cmを測る。


〔覆土〕ローム粒子・焼士粒子を僅かに含む黒褐色土� (5YR2/わである が、撹乱が著し く詳細は不


明である。

〔遺物〕覆土中から僅かに土器片が出土。図示できる造物はなかった。

〔時期〕弥生時代後期後半~古墳時代前期前半。
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255号住居跡(第55図) 

f位置JB -4 G。

〔住居構造〕耕作による撹乱が著しい。西側調査区外。 257Yと重複するが、新旧関係は不明。(平面形)

不明。(規模)不明 X840cmo (主軸方向) N-520 -Wo (壁高) 40-62cmを測り、急斜に立ち上がる。

(壁溝)なし。(床面)全体に軟弱。(炉)住居中央から北に偏って位置する。 65X 50cmの楕円形を呈す

る地床炉で深さ 20cmを測る。(柱穴)南東コーナーと北東コーナーに 2本検出する。(貯蔵穴)南壁下、

東に偏って位置する o 120 X 110cmの楕円形を呈し、深さ 40cmを測る。

〔覆土 J上層は ローム粒子と焼土粒子、炭化物粒子を含むやや硬質の黒褐色土(1 0YR3/2)、中層は

ローム粒子 ・炭化物粒子を含み、 焼土粒子を多く含む硬質の黒褐色土 (2.5Y3/1)、下層はローム粒子

を多く含むやや粘粒のある黒褐色土(1 0YR3/2)であるが、撹乱が著 しく詳細は不明である。

〔遺物〕貯蔵穴を中心に出土 したが、多くはなかった。

〔時期〕古墳時代前期前半。

〔所見〕覆土中に焼土・炭化材片が多 く、焼失住居の可能性が大きい。大型住居である。 

255号住居跡出土遺物(第56・57図)

壷形土器c1・ 8-24) 

1は複合口縁を有する土器で、 1/3程度遺存する。口径 18cmを測る。体部中位に最大径をもっと推定

される球状の体部から、頚部で強く屈曲 し、複合口縁部は大きく外反する器形である。口唇部内外面は

ヨコナデされる。口縁部と頭部の外面は、横方向と縦方向にへラミ ガキされる。頭部内面は縦方向にへ

ラミガキ される。 体部外面は縦方向にへラミガキされる。内面は横方向にへラナデされ、その際の工具

痕が僅かにみられる。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)を呈し、 胎土には細操、砂粒、樟色粒子を含

むが細かし、。貯蔵穴の覆土中から出土した。 

8-12は複合口縁部破片。 

8は口縁部外面に 6本単位の縦位の沈線が施される。口縁部内外面はへラミ ガキされるが、横位のハ

ケメ痕が残る。頭部内外面ともに縦方向に粗く へラミガキされるが、外面縦位、内面は斜位のハケメ痕

が残る O 色調は赤褐色(1 0R4/3)を呈し、内外面ともに赤彩される。胎土には細礁、砂粒、 軽石と推

測される白色粒子、赤褐色粒子を含む。貯蔵穴の覆土中から出土した。 

9は外面に RLの単節縄文を羽状に施していると推測されるが、摩耗がはげしく確認が困難である。

色調はにぷい樫色 (7.5YR7/4)を呈 し、 内外面と もに赤彩痕が残る。胎土には細礁、砂粒、軽石と思

われる白色粒子を含む。覆土中から出土した。 

10は口唇端部に無節 Rの斜縄文を施す。口縁部外面には上段が LR単節、 下段が口唇端部と同じ原体

による羽状縄文が施される。 施文後上端部に棒状の工具により横方向に沈線のよう な線がみられる が、

これが意図的に行われたものかは不明であ る。内面は横方向にへラミガキされる。色調はにぶい赤褐色 

(5YR5/3)を呈し、縄文帯以外赤彩されるが、文様帯の内部に も赤彩痕がみられる。胎土には細機、

砂粒、白色粒子を含む。覆土中から出土した。 

11は口縁部外面に 5条一単位の櫛歯状工具による波状文が施される。内面は横方向にへラ ミガキされ

る。色調はにぷい檀色 (5YR7/4)を呈し、内外面とも に亦彩される。胎土には細礁、砂粒、軽石と

思われる白色粒子を多量に含む。 覆土中からの出土である。 

12は内外面ともにへラミガキされるが、口縁部外面斜位、頚部外面縦位、口縁部内面横位のハケメ痕 
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が残る。色調は褐灰色 (5YR4/1)を呈する。胎土には細礁、砂粒、白色粒子を含む。 覆土中から出土。 

13は口縁部外面に輪積痕を残し、 上から軽くナデられている。内面はへラナデされるが横位のハケメ

痕が残る。色調は褐灰色 (5YR4/1)を呈し、内面には赤彩痕がみ られる。 胎土には細礁、砂粒、軽

石と思われる白色粒子を含む。覆土中から出土した。 

14・15は二重口縁を有する土器の口縁部破片である。 

14は内外面へラナデされるが外面縦位、 内面横位のハケメ痕を残す。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR5/4)

を呈し、内外面ともに赤彩される。胎土には細操、砂粒、白色粒子、赤褐色粒子を含むが精製されきめ

細かい。覆土中から出土した。 

15は口縁部内外面に LR単節斜縄文が施される。以下へラミガキされる。口縁部下端には円形竹管文

で加飾された円形浮文が 2個確認できる。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)を呈する。胎土には細礁、

砂粒、白色粒子を含む。覆土中か らの出土。 

16は頭部から肩部にかけての破片。外面には櫛描波状文が施される。肩部には無節 Lの斜縄文が施さ

れ、その聞に円形浮文が 4個確認される。内面は横方向にへラミガキされるが摩耗が著しい。色調はに

ぷい樫色 (7.5YR6/4)を呈する。胎土には細機、 砂粒、白色粒子、赤褐色粒子を含む。覆土中か ら出

土した。 

17~24は肩部破片。 

17はLRの単節縄文を羽状に施しているのが 3段確認される。以下へラミ ガキ される。内面はへラナ

デされる と思われるが、摩耗が著し く確認困難である。色調は赤褐色(l OR5/4)を呈し、外面の縄文

帯以外は赤彩される。 胎土には細礁、砂粒、白色粒子、赤褐色粒子を含む。覆土中から出土した。 

18はLRの単節縄文を羽状に施す。縄文帯以下と内面はへラミガキされたと思われるが、摩耗が激し

く確認困難である。 色調はにぶい樟色 (7.5YR7/3)を呈し、 外面の縄文帯以下は赤彩される。胎土に

は細操、砂粒、白色粒子、赤褐色粒子を含む。覆土中からの出土である。 

19は撚りの異なる単節縄文を羽状に施している。内面はへラナデされる。色調は灰褐色 (7.5YR6/2)

を呈する。胎土には細際、砂粒、 白色粒子を含むが精製されておりきめ細かし、。覆土中から出土した。 

20は撚りの異なる単節縄文を用いた羽状縄文が施される。内面はへラ ナデされたと思われるが、摩耗

が激しい。色調はにぶい樫色 (7.5YR7/4)を呈する。胎土には細際、砂粒を含む。覆土中から出土。 

21はRLの単節縄文を羽状に施し、 S字状結節文を境目に施す。内面はへラ ナデされる。色調は灰褐

色 (7.5YR5/2)を呈し、胎土には細機、白色粒子を含む。覆土中から出土。 

22はRLの単節縄文が羽状に施され、 上端には Z字状結節文が確認される。内面はへラナデされる。

色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)を呈する。胎土には細操、白色粒子、赤褐色粒子を含む。覆土中から

出土した。 

23はLRの単節縄文を羽状に施し、上端には S字状結節文が施される。内面はへラナデされる。色調

はにぶい褐色 (7.5YR6/3)を呈する。外面には赤彩痕がみられる。胎士には細磯、砂粒、白色粒子、

赤褐色粒子を含む。覆土中から出土した。 

24はRLの単節縄文を羽状に施す。内面はへラナデされると思われるが、 摩耗が激しく確認が困難で

ある。 色調はにぶい樟色 (7.5YR7/3)を呈し、外面は縄文帯以外赤彩されている。胎土には細礁、 砂

粒、軽石と思われる白色粒子を含む。覆土中から出土した。

高杯形土器 (2・3) 
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2は1/2程度遺存する。口径 7cm、器高 7cm、推定裾径 7cmと小型の土器である。杯部はやや内湾気

味に聞き斑状を呈 し、頚部で屈曲し脚部はゆるやかに外反しながら開く O 口縁部内外面はへラナデされ、

浅く刺突された刻みが巡る O 杯部内外面は縦方向にへラミガキされる。脚部外面も縦方向にへラミガキ

される。脚部内面はへラ ナデされるが工具痕が残る。 脚裾部内面は僅かにへ ラミガキさ れた跡がみられ

る。脚端部内外面はヨコナデされる。色調はにぶい樫色 (7.5YR6/4)を呈する。胎土には細礁、白色

粒子、砂粒を含むが精製されており、きめ細かく堅撤である。炉北側にある深さ 1~ 2 cmと浅く 、焼土

を有するピットからの出土である。 

3は脚台部と杯部の接合部。裾部へかけて広がる器形と推測される。 脚部には 5孔が確認された。外

面は縦方向にへラミガキさ れる。杯部内面は横方向にへラ ミガキされる。脚台部内面はへラナデされる

が、工具痕とみられるへラ跡が残る。色調は灰褐色 (7.5YR5/2)を呈する。胎土には細機、砂粒、白

色杭子を含むが精製されきめ細かく堅撤である。覆土中か らの出土であ る。

鉢形土器 (4 ~ 6) 

4は2/3程度遺存する。口径 7.8cm、底径 4.5cm、器高6.5cmと小型の土器である。最大径を体部上半に

もち、頚部で僅かにくびれて口縁部は内湾気味に開く 器形である。口唇部内外面はヨコナデ、外面はハ

ケメ調整後、縦方向に丁寧にへラミガキされる。内面口縁部は横方向にへラミガキされる。内面頭部以

下は丁寧にへラミ ガキ される。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR4/3)を呈し、内外面ともに赤彩される。

体部下半には黒斑がみられる。胎土には白色粒子、 細礁を含むが精製されきめ細かい。住居北側コーナー

付近の覆土中からの出土であ る。 

5は1/2程度遺存する。推定口径約 8cm、底径約 4.7cm、器高約5.8cmと小型の土器である。あまり張

りをもたない体部から頚部は僅かに屈曲 し、 短い口縁部は外反する。 口縁部内外面はへラナデされる。

体部外面はへラナデされるが、ハケメ痕が残る。体部内面はへラナデされるが工具痕が僅かに残る。色

調はにぷい黄檀色 (10YR6/4)を呈する。胎土には細操、砂粒、白色粒子を含むが細かい。覆土中か

らの出土である。 

6は体部のみ残存する。全体の器形は不明であるが、 球状を呈する体部から頭部でゆるやかにくびれ

て、口縁部は外反する器形と思われる。体部外面はハケメ 調整後へラ ミガキさ れると推測されるが、摩

耗が激しく確認が困難である。内面はへ ラナデされる。色調はにぶい樺色 (7.5YR6/4)を呈し、胎士

には細際、砂粒、白色粒子、 赤褐色粒子を含むがきめ細かい。覆土中からの出土である。

整形土器 c7 ・ 25~28) 

7は台付童形土器の脚台部のみ残存する。 裾径9.3cmを測る。整部との接合部の くび、れから、裾部へ

かけてやや直線的に聞く器形である。脚台部外面はへラナデされるがノ、ケメ 痕を残す。内面はへラナデ

されるが、 一部ハケメ 痕が残る。整部内面はへラナデされると推測されるが、煤の付着がみられるため、

確認困難である。脚裾部内外面はヨ コナデされる。色調はにぶい樟色 (7.5YR6/4)を呈する。胎土に

は細操、白色粒子を含む。住居跡中央付近床面上から出土した。 

25は口縁部破片。口唇部にはハケ状工具で左から刺突した刻みが施される。内外面はへラナデされる。

色調はにぶい黄櫨色(1 0YR6/3)を呈する。胎土には細操、砂粒を含む。 

26は頚部から体部にかけての破片。内外面ともにへラナデされるが、 外面縦位、内面横位のハケメ痕

が残る。外面には煤が付着する。色調は赤灰色 (2.5YR4/1)を呈する。 胎土には細際、砂粒を含む。 

27・28は体部破片で同一個体か。内外面ともにへラナデされるが、外面に幅広で粗いハケメ痕が残る。 
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色調は灰褐色� (7.5YR5/2)を呈する� O 胎土には細機、砂粒、白色粒子を含む。外面には煤が付着する。� 

25~28は覆土中から出土した。 

256号住居跡(第58図)

(位置JB -3 G o 

〔住居構造〕耕作による撹乱が著しし、。� 70Jを切る。(平面形〉円形 ? (規模)不明 x490cmo (主軸方

向)� N-160 -W o (壁高) 2~30cmを測り、急斜に立ち上がる。(壁溝)上幅13~15cm ・下幅 5~8cm ・


深さ� 5~ 9cmを測る。(床面)部分的に硬化しているが全体に軟弱。(炉〉住居中央から西に偏って位置


する。 不明� x65cmの楕円形を呈する地床炉で深さ� 6cmを測る。 (柱穴)住居壁際に� 4本検出する。


〔覆土〕ローム粒子を多く 含む黒褐色土(1� 0YR3/1)で部分的に焼土粒子を含む。撹乱が著し いため

詳細は不明である。

〔遺物〕覆土中から土器片が僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代後期後半。� 

256号住居跡出土遺物(第59・60図)


壷形土器� (1・� 4~9) 


1は小塑の壷形土器の頚部から肩部にかけての破片である。全体の器形は不明であるが頭部は屈曲し

口縁部は外反する器形と推測される。 肩部には� LRの単節斜縄文が施され、縄文原体の末端処理部分が

斜縄文の上端に残っているのが確認でき る。頚部内外面はへラミ ガキされる。 肩部内面はへラナデ。色

調はにぶい赤褐色� (5YR4/4)を呈 し、頚部内外面は赤彩される。胎土には細操、砂粒を含むが精製

されきめ細かく堅撤である。覆土中か らの出土である。� 

4・5は複合口縁部破片。� 4は口縁部外面に� LRの単節縄文が施され、棒状浮文が貼付される。口縁� 

/1.


内 ¥ 

@¥@  
③ 

主� J@ 

1m 

第58図� 256号住居跡(1 /60) 
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部下端には刻みが施される。 内面は横方向に丁寧にへラ ミガキされる。 色調は褐灰色� (7.5YR4/1)を

呈し、内出は赤彩さ れる。胎土には細醸、砂粒、 白色粒子を含むが精選さ れきめ細かい。� 5は内外面と

もにへラミガキされたと思われるが、摩耗が激しく確認困難である。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)

を呈し、胎士には細操、砂粒を含む。赤彩されている可能性がある。� 

6は口縁部破片。口唇端部と口縁部外面には附加条の縄文が施される。内面は横方向にへラミガキさ

れ、赤彩される。色調は灰黄褐色(1� 0YR6/2)を呈し、胎土には細様、白色粒子が含まれる。� 

7は複合口縁部破片。内外面と もにハケメ調整後へラミガキされる。 色調は暗灰色� (N3/)を呈し、

胎土には細機、 砂粒、 白色粒子を含む� 0 

8・9は同部破片。� 8はLRの単節斜縄文が� 4段施される。内面はへラナデされる。色調はにぶい檀

色� (7.5YR6/4)を呈する。 胎士には細礁、砂粒、白色粒子を含む。� 9は撚り の異なる単節縄文を用い

た羽状縄文が施される� 色調は浅黄檀色� (7.5YR8/4)を呈し、胎土には細操、砂粒を含む。O

いずれも覆土中からの出土。

器台形土器� (2) 


受部の一部分と脚台部のみ遺存する。 推定口径約� 10cm、裾径11.4cm、器高� 9.5cmと比較的小型の土器

である� 受部はほぼ水半に聞 く。脚台部は裾部へかけて末広がりに大きく 聞く器形である。 脚部には途O

中3孔が開けられる。子しは外から内へと聞け られている。受部内外面は丁寧にへラミガキされる。脚住

部外面には� 6条一単位の櫛歯状工具によ る横線文と波状文を上から順に交互に� 5段施文している。裾部

は縦方向にへラミガキ される。 内面は丁寧にへラナデされるが、工具痕が残る。色調はにぶい褐色� 

(7.5YR5/4)を呈し、胎士には細機、砂粒、軽石と推定される浅黄櫨色粒子を多く含む。住居東側覆

土中か らの出土。以上のよ うな器形、文様の特徴から、山中型器台の系譜を号|く土器と推測される。

域形士器(3 ) 


1/2程度追存する� 推定口径� 8cm、底径� 2.6cm、器高3.5cmと小型の土器である。
O

凹んだ底部をもっ塊状の器形で、ある。口縁部内外面はヨコナデされる。外面体部

はハケメ調整後、 縦方向にへラミガキされる。内面は斜方向にへラミガキされる。

色調はにぶい樺色� (7.5YR6/4)を呈し、胎士には細礁、砂粒、 白色粒子を含む

がきめ細かく堅轍であ る� O 覆土中からの出土。

鉢形土器(1� 0・11)
 

10・11は同一個体か。護形土器の可能性もある口頚部破片。内外面ともにへラ

ナデされるが、外面縦位、 内面横位のハケメ痕を残す。色調は にぷい樫色� i 

ム 第59図� 256号住居跡� 
(7.5YR6/4)を呈する。胎土には細操、砂私

L 

、白色私L子、黒色粒
ム

子を含む。覆 出土遺物� 10/4)

機t~lli1 ZJ 喜々院通丸 7


、智司，r噂 贋 乙撃 に
 
5cm 

第60図� 256号住居跡出土造物� 2 (1/3) 
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土中から出土した。

整形土器� (12-14) 

12は口縁部破片。口唇部にはやや左方向から浅く刺

突された刻みが巡る。 内外面とも にへラナデされる。

色調は、灰褐色� (5YR5/ 2)を呈する。胎土には細

礁、砂粒を含む。 調事r 
13は肩部破片。内外面と もへラナデされるが、外面� 5cm 

と内面口縁部にハケメ痕が残る。色調は褐灰色� (7.5 第61図� 257号住居跡出土造物� c1/ 3) 

YR4/1)を呈 し、 外面には煤が付着する。胎土には細礁、砂粒、白色粒子を含む。� 

14は体部破片。内外面はへラナデされるが、外面には縦位、斜位のハケメ痕が残る。色調はにぶい樺

色� (5YR1/4)を呈する。胎土には細礁、砂粒、白色粒子を含む。

いずれも覆土中から出土した。� 

257号住居跡(第55図)

〔位置JC -4 G o 

〔住居構造〕 耕作による撹乱が著しい。� 255Yと重複するが、新旧関係は不明。(平面形)不明。(規模〉

不明� x340cmo (主軸方向〉不明。 (壁高) 34-41cmを測り、ゆるやかに立ち上がる。(壁溝)上幅 10-20 

cm ・下幅� 4-10cm・深さ� 3-9 cmを測る。(床面〉全体に良く硬化している。(炉〉不明。(柱穴)検出

できなかった。

〔覆土〕ローム粒子を僅かに含むやや硬質な黒褐色土� (2.5Y3/1)であるが、撹乱が著しく詳細は不

明である。

〔遺物〕覆土中か ら土器片が僅かに出土 した。

〔時期〕弥生時代後期後半~古墳時代前期前半。� 

257号住居跡出土遺物(第61図)


壷形土器(1)


複合口縁部破片。口縁部外面には、� 8本の沈線が確認される。下端には刻みが施される� 内外面とも
O

にへ ラミ ガキされる。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈し、 胎土には細礁、 砂粒、白色粒子、赤褐

色粒子を含む。覆土中から出土した。

高邦形土器(� 2・3) 

2は杯部破片。 境状を呈する器形と推測される。口縁部と口唇端部には� LRの単節縄文が巡る。内外

面ともにへラ ミガキされる。 色調はにぶい赤褐色� (2.5YR5/4)を呈し、内外面ともに赤彩される。胎

土は細際、砂粒を含むが、精製されきめ細かい。床面上から出土した。� 

3は杯;部破片である。頚部に僅かに稜をも ち、口縁部は外反する。口頭部内外面ともに横ナデされる。

色調は明赤褐色� (2.5YR5/6)を呈し、内外面ともに赤彩される。胎土には細礁、砂粒、白色粒子を含

む。覆土中か らの出土。

査形土器� (4・5) 

4は体部破片。 内外面ともにへラナデされるが、外面にはハケ メ痕が残る。色調はにぶい赤褐色� 

(5YR5/4)を呈する。胎土には細礁、砂粒、白色粒子を含む。覆土中か ら出土した。� 
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5は脚台部破片。内外由ーともにへラナデされるが、外面に はハケ メ痕が残る。色調はにぶい褐色� 

(7.5YR5/3)を呈する。胎士には細礁、砂粒、 白色粒子を含む。 覆土中から出土した。� 

258号住居跡(第62図)


〔位置JC-4 G。

〔住居構造〕南側一部調査区外。(平面形)楕円形。(規模) 640 X580CIDo (主軸方向) N-460 -w。
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① 
昌明�  旬� 
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第63図� 258号住居跡出土造物� 1(1・2=1/4.3=1/ 1)


(壁高) 39~69cmを測り、急、斜に立ち上が る 。 (床面)貼床


が施されている� 壁際周辺を除き良く 硬化している。(炉)
O

住居中央から北に偏って位置する。� 110x 105cmの楕円形を

呈する地床炉で、深さ 10cmを測る。(柱穴)各コ ーナー壁

際に 4本検出する o 2ヶ( ノ
7騨pr

貯蔵穴)南東壁下に位置する。� 

所の可能性がある。壁際の� 1基は35x40cmの楕円形を呈し、
ψ. 

深さ� 22cmを測る。他の� 1基は40x50cmの楕円形を呈し、深
第64図� 258号住居跡出土造物� 2 (1/3) 

さ12cmを測る。北側に幅30cm前後 ・高さ� 3~ 8 cmの凸堤が

構築されている O

〔覆土〕
 

l層 黒褐色士(10YR3/2)。ローム粒子 ・ロームブロックを多く含む。やや軟弱。
 

2層 黒褐色土� (7.5YR3/1)。ローム粒子 ・ロームブロックを含む。やや軟弱。
 

3層 黒褐色土� (7.5YR3/1)。ローム小ブロックを含む。
 

4層 明黄褐色土(10YR6/6)。ローム ブロック。
 

5層 黒褐色土C10YR3/1)。ローム粒子を僅かに含む。
 

6層 黒褐色士� (7.5YR3/2)。ローム粒子を僅かに含


む。貼床充填土。


〔造物〕覆土中から土器片が多量に出土する
O

〔時期〕弥生時代後期後半。
 

258号住居跡出土遺物(第63・64図)


壷形土器c1・� 6)
 

1は体部の1/2程度が遺存する。 口径7.6cmを測り、所謂瓢査に類似 した小型の土器である。口縁は

ほぼ直立して内湾気味に立ち上がり、口唇部は僅かに外反する。 体部は球状を呈する。口唇部内外面は

ヨコナデ。外面は縦jj向にへラミ ガキされるが頚部に縦位のハケメ痕が残る。口縁部内面は横万向にへ

ラミガキされる。頚部以下はへラナデされるが、工具痕が残る。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4) を

呈 し、体部内由ー以外赤彩される。胎土には細礁、砂粒、白色粒子を含む。覆土中からの出土。� 

6は底部破片。外面は粗くへラ ミガキされるが、縦位のハケメ 痕が残る。 内面はへ ラナデされる。色

調は赤灰色(2.5YR4/1)を呈する。胎土には細機、砂粒、軽石と思われる白色粒子と、特に赤褐色粒

子が多く 含まれる。覆土中から出土した。

聾形土器(2・4・5)
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2は護部1/2程度が残存する。口径� 18.7cm。最大径を口縁部に もち、僅かに外反する。頭部はゆるや


かにくびれて、あ まり張りをもたない体部からすぼまる器形である。口唇部は先端の尖った角状のハケ


状工具で、やや左方向から刺突された刻みが巡る� 色調は灰褐色� (7.5YR4/2)を呈する。胎士には� 1
O

~ 8mmの細際、砂粒、白色粒子を含む。住居北側の壁際、床面上からの出土であ る。� 

4・5は口縁部破片。� 4は先端の丸い工具により刺突された刻みが巡る。� 5はへラ状の工具で刺突さ

れた刻みが施される。いずれも内外面と もにへラナデされるが、� 4は外面縦位、内面横位のハケメ痕が

残 る� o 5は摩耗が激し く確認が難しいが、 外面に斜位のハケメ痕が残る。� 4の色調はにぷい褐色� 

(7.5YR6/3)を呈し、外面に煤の付着がみられる。 胎土には細礁、砂粒、白色粒子を含む。覆土中か

ら出土した。� 5の色調はにぶい檀色� (5YR6/4) を呈する。 胎土に は細機、砂粒、白色粒子を含む。

床面上からの出土である。

土玉(3 ) 


完形。球形を呈し、径1.1cm、重量� 1gを呈する。 色調は灰褐色� (7.5YR4/2) を呈する。胎士は砂

粒、 白色粒子を含むがきめ細かし、。覆土中から出土した。� 

( 3 )古墳時代後期の遺構と遺物 

13号住居跡(第65図)

(位置JC -2 G。

〔住居構造〕耕作による撹乱が著しし、。南東コーナー調査区外。� 66Jを切る。(平面形)正方形。(規模)� 

0740 x 740cmo (主軸方向) N-8 -Eo (壁高) 23~36cmを測 り 、 急斜に立ち上がる。(壁溝〉幅10~
 

20cm・下幅� 5~10cm ・深さ 5 ~13cmを測る。カ マド部分を除き全周する と思われる。(床面)住居南側


が一部硬化している� o(カマド)北壁中央に位置する。長さ� 130cm・幅� 135cmを測り、袖部・天井部は灰白


色粘土で構築されるが、耕作により大部分が破壊され詳細は不明。(柱穴)東側の� 1本を除き、重複し 


た形を呈した主柱穴� 3本を検出された。(貯蔵穴)北壁下、西に偏って位置する。上幅� 110x70cm・下幅
 

90 x 55cmの長方形を呈し、深さ� 105cmを測る。


(覆土〕� 

1層 黒褐色土(1� 0YR2/2)。ロ ーム粒子を含む。焼土粒子を部分的に含む。 軟弱。� 

2層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロ ックを含む。軟弱。� 

3層 黒褐色土(1� 0YR2/2)。ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子を含む。やや硬質。� 

4層 極暗褐色土� (7.5YR2/3)。ローム粒子・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を含む。粘性あり。

〔遺物〕土器片が僅かに出土。図示できる遺物はなかった。

〔時期〕古墳時代後期。� 

(4)遺構外出土の遺物

縄文時代中期中葉の土器(第66図� 1~14) 

1~3 は胎土中に雲母片を多 く含む。 l は連続爪形文が施される。 色調はにぷい赤褐色 (5YR5/3)。 

2は隆帯を斜位に貼付し、向脇には波状沈線文がみられる。色調は灰赤色� (2.5YR4/2)o 3は隆帯が

貼付され、それに沿って条線が施される。色調はにぷい赤褐色� (5YR5/4)。� 

4~6 は角押文で文様がつ く ら れる。 4 は横位と斜位複数列に角押文が施される。色調はにぶい赤褐



色� (5YR4/3)で、胎土には細離を僅かに含む。� 5は隆帯により区画がつくられると思われる。角押

文は隆帯に沿っ て施されるほか波状文もみられる。色調はにぷい赤褐色� (5YR5/3)で、胎土は砂粒

を僅かに含むが精選されている。� 6は波状沈線文が縦位に施され、三角押文が横走する。外面には部分

的に赤色顔料の付着がみられる。色調はにぷい褐色� (7.5YR5/3)で、胎土には輝石を僅かに含む。� 

7は幅広押引文が横位に施文さ れる。色調は褐灰色� (7.5YR5/3)で、胎土には雲母片を多く含む。� 

8は縦区画の文様帯になろうか。隆帯によ る長方形の区画内には半載竹管によ る平行沈線が充填され

る。色調は暗赤灰色(1� 0YR4/1)で、胎士には細礁を僅かに含む。� 

9は隆帯によ り区画がつくられょうか。縦位の集合する沈線を横位の沈線が分割する。色調はにぶい
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褐色 (7.5YR4/3)で、胎土には輝石を含む。 

10は刻みが加え られた隆帯が横走する。色調はにぶい樟色 (5YR6/3)で、胎土には細礁を含む。 

11は隆帯の側面に連続爪形文が施される。色調はにぶい檀色 (7.5YR6/4)で、 胎土には輝石を多く

含む。 

12は連続爪形文、半円形刺突文が施される。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)で、胎土には輝石を

含む。 

13は隆帯を襟状に貼付する。色調は赤灰色 (2.5YR4/1)で、胎土には雲母片を含む。 

14は隆帯により横位区由がつくられる。区画内には半裁竹管によ る平行沈線を充填し、蛇行する隆帯

が貼付される O 色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)で、胎士には輝石を多く含む。

縄文時代中期後年の土器(第66図15~52、第67図53~9 1) 

15~21 ・ 23~26は口頚部破片で、隆帯により 区画や渦巻文がつくられ る 。 

15の地文は Lの撚糸文。色調は灰褐色 (5YR4/2)で、胎土には細擦を含む。
 

16の頚部は無文帯になろう。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)で、胎土には細離を僅かに含む。
 

17~20 ・ 23~25 は単節縄文を地文とする。縄文の撚りは17 ・ 20 ・ 2 3 ・ 25が LR 、 1 8 ・ 19 ・ 24が RL で 

17は部分的に羽状に施される。 17の色調は灰褐色 (7.5YR5/2)で、胎土には輝石、雲母片を僅かに含

む。 18の色調は暗灰黄褐色 (2.5Y5/2)で、胎土には白色粒子を僅かに含む。 19の色調は灰褐色 

(7.5YR6/2)で、胎土には細磯を僅かに含む。 20の色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土の粒子

は細かい。 23の色調は灰褐色 (7.5YH5/2)で、胎土には輝石、樫色粒子を含む。 24の色調は灰褐色 

(5YR5/2)で、 胎土の粒子は細かい。 25の色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)で、胎土の粒子は細かい。 

21は区画内が条線となる。色調は褐灰色 (5YR4/1)で、 胎土には輝石を僅かに含む。 

22は口縁部に 2条の凹線が巡り、その聞に円形刺突文が加え られる。 地文は単節斜縄文。色調はにぶ

い赤褐色 (2.5YR5/3)で、胎土には細礁を含む。 

26の区画内は無文になろうか。色調は灰褐色 (5YR5/2)で、胎土には褐灰色の細礁を含む。 

27は口縁部に 2条の沈線が巡り、その聞は交互刺突ぎみに処理される。 地文は Lの撚糸文。色調は褐 

l火色 (7.5YR4/1)で、胎土には輝石を多く含む。 

28・32は口縁部に 3条の沈線が巡る。 28の地文は Lの撚糸文。色調は灰赤色 (2.5YR4/2)で、胎土

は精選されて細かし、。 32の地文は条線。色調はにぶい赤褐色 (5YR4/3)で、胎土には輝石を含む。 

29は条線を地文とし、口縁部に 3条の沈線を巡らせ、 2条目と 3条目の聞に刺突文列を加える。胴部

の沈線は連弧文か。色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土には細燥を僅かに含む。 

30は円縁部に円形刺突文列が施される。 RLの単節斜縄文を地文とし、 2条の沈線が垂下する。沈線

聞は磨り消される。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)で、胎士の砂粒は少ない。 

31は先端がササラ状の施文具を用いた刺突文列が 2段施される。 色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)で、

胎土の粒子は細かい。 

33は円唇部上に小刺突がつき口縁部は凹む。地文は無節の縄文になろうか。施された沈線は逆 iUJ

字状に描かれた可能性がある。色調は赤灰色 (2.5YR4/1)で、胎土には輝石を含む。 

34は口縁部に無文部をもち、縄文施文部との境に僅かな稜をもっ。地文は LRの単節斜縄文で、 図左

下に沈線がみられる。色調はにぷい褐色 (7.5YR6/3)で、胎土には輝石を僅かに含む。 

35はRLの単節縄文を羽状に施す。色調は褐灰色(10YH5/1)で、 胎土の粒子は細かい。 
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36は口縁部に太沈線が巡り、斜位の沈線が施される O 色調は灰褐色  (5YR4/2)で、胎土には輝石

を多く含む。 

37は口唇端部が凹む。日縁部には円形刺突文列が巡り、斜位に太沈線が施される。色調はにぶい赤褐

色 (5YR5/3)で、胎土の粒子は細かい。 

38は内湾する口縁部が無文となり、頚部には刺突文列が巡る。色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土

には輝石を多く含む。 

39~41 は口縁部下位か ら胴部上位にかけての破片。いずれ も RL の単節斜縄文を地文と する。 39 は口

縁部に降帯による渦巻文と区画がつく られ、胴部には 2条の沈線が垂下し、沈線聞は磨り消される。色

調は灰褐色 (7.5YR5/2)で、胎土には輝石を僅かに含む。 40は隆帯が巡り、蛇行する隆帯が垂下する。

色調は灰赤色 (2.5YR4/2)で、胎土には輝石を含む。41は口縁部に渦巻文、胴部には沈線の懸垂文が

みられる。色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土には細擦を僅かに含む。 

42・43は胴部上位の破片。 ともに Lの撚糸文を地文とする。 42は横位の降帯か ら2本組隆帯が垂下す

る。色調は灰褐色 (7.5YR5/2)で、胎士には輝石を僅かに含む。 43は横位に隆帯が貼付される。色調

は灰褐色 (5YH4/2)で、胎土には砂粒が多く 含まれる。 

44~46は L の撚糸文を地文とし隆帯が貼付され る。 44の懸垂文は直行 ・ 蛇行する降帯か。色調はにぶ

い赤褐色 (5YR4/3)で、胎土には輝石を僅かに含む。 45は蛇行する懸垂文。 色調はにぶい赤褐色 

(5YR5/3)で、胎土には輝石を僅かに含む。46は直行する懸垂文。色調はにぷい赤褐色 (5YR5/4)

で、胎土には輝石を多く含む。 

47はL、48はRの撚糸文を地文とレ沈線が垂下する。47は沈線聞が磨り消される。 内面には炭化物が

付着する。色調はにぷい褐色 (7.5YR5/3)で、 胎土には細礁を僅かに含む。48の色調はにぶい赤褐色 

(5YR5/4)で、胎土には明黄褐色粒子を含む。 

49~51 は RL の単節斜縄文を地文とし、 降帯が貼付される 。 49 は蛇行隆帯が垂下する。色調は褐灰色 

(5YR4/1)で、胎土には白色粒子を含む。 50は 2本の隆帯が垂下する。 色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)

で、胎土には石英を僅かに含む。 51はゆるく蛇行する隆帯が垂下する。色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、

胎土には輝石、明黄褐色粒子を含む。 

52~56は単節斜縄文を地文とし、 平行す る沈線が垂下する。 沈線聞は磨り消される。 52の縄文はLR。

色調は赤灰色 (5YR5/2)で、 胎土には明黄褐色粒子を含む。 54の縄文は RL。色調はにぶい褐色 

(7.5YR5/3)で、胎土には輝石を僅かに含む。55の縄文はLR。色調はにぷい赤褐色 (5YR5/3)で、

胎土には輝石を含む。56の縄文はRL。色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)で、胎土の粒子は細かい。 

57~59 は条線を地文と し 、 57 ・ 58 は 2 本組。 59 は l 本の隆帯が貼付される。 57の色調はにぶい赤褐色 

(5YR5/3)で、胎土には輝石を僅かに含む。 58の色調はにぷい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土に は輝石

を僅かに含む。 59の色調はにぷい樟色 (5YR6/3)で、胎土には砂粒がめだっ。 

60・61は条線を地文とし、 平行する沈線が垂下する。沈線聞は磨り消される。 60の色調はにぷい赤褐

色 (5YR5/3)で、 胎土には輝石を僅かに含む。61の色調はにぷい褐色 (7.5YR6/3)で、胎士には輝

石を含む。 

62・63はLの撚糸文を地文する連弧文土器。 62は 2本組沈線で連弧文が描かれる。色調はにぶい褐色 

(7.5YH6/3)で、胎土には白色粒子を僅かに含む。 63は 2本組沈線で波状文が描かれる。色調は灰褐

色 (5YR4/2)で、胎土の粒子は細かい。 
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64~66単節縄文を地文とする連弧文土器。 64の縄文は RL。文様は半載竹管で描かれ、弧線の下端か

ら懸垂文が施される。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)で、胎土には輝石を多 く含む。 65の縄文は RL。

連弧文と横位の平行沈線がみられる。色調は灰褐色 (7.5YR6/2)で、胎士には白色粒子を僅かに含む。 

66の縄文は LR。横位の平行沈線下に連弧文が施される。色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土には輝

石を多く含む。 

67・68は条線を地文とし連弧文が施される。 67の色調は褐灰色(10YR4/1)で、胎土には輝石を含

む。 68の色調は褐灰色 (5YR4/1)で、胎士には細離を僅かに含む。 

69は条線を地文とし、沈線が矢羽根状に施される。色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土には細礁を

僅かに含む。 

70は沈線トーに Lの撚糸文が施される。色調は褐灰色 (5YR4/1)で、胎士には明黄褐粒子を僅かに

含む。 

71は沈線ドに RLの単節斜縄文が施さ れる。色調は褐灰色(7 .5YR4/1)で、胎土には細礁、輝石を

僅かに含む。 

72・73は条線を地文とし、横走する沈線が施される。 72の色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)で、胎

土には細離を僅かに含む。 73の色調はにぶい黄褐色(1 0YR5/3)で、胎士中の砂粒の混入は少なし、。 

74・75はLの撚糸文が施される。 74の色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)で、胎士中の砂粒の量は多

い。 75の色調は灰褐色 (5YR5/2)で、胎土中には輝石を僅かに含む。 

76・77はRLの単節斜縄文が施される。 76の色調は灰黄褐色(10YR5/2)で、胎土の粒子は細かい。 

77の色調は灰褐色 (7.5YR5/2)で、胎土中には細離を多 く含む。 

78はRLの単節斜縄文と条線が施される。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土の粒子は細かい。 

79~86は条線が施される o 83~84の条線は蛇行する 。 79の色調はにぶい褐色 (7 . 5YR5/3) で、胎土

の粒子は細かい。 80の色調は褐灰色 (5YR4/1)で、胎土は白色粒子を僅かに含むが精選されている。 

81の色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)で、胎土中には白色の砂粒を多く含む。 82の色調は灰黄褐色 

(10YR5/2)で、胎土の粒子は細かい。 83の色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)で、胎土中の砂粒は少な

い。 84の色調は褐灰色(10YR5/1)で、胎土中の砂粒は少ない。 85の色調は褐灰色 (5YR4/1)で、

胎土中には白色粒子を含む。 86の色調は褐灰色 (10YR5/1)で、胎土の粒子は細かし 1。 

87・88は半載竹管による集合する沈線を施す。 87の色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土中には砂粒

が多い。 88の色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土の粒子は細かい。 

89は斜位に沈線を施し、そこに縦位の沈線を加える。色調はにぶい樟色  (5YR6/4)で、胎土中に

は輝石を多く含む。 

90は微隆帯により区画がつくられる。地文は LRの単節斜縄文。 色調はにぷい樫色 (7.5YR6/4)で、

胎土の粒子は細かい。 

91はRLの単節斜縄文を地文とする O 沈線による区画がつく られ、区画外は磨り消される。色調は灰

黄褐色(10YR5/2)で、胎土中には樟色粒子を含む。

土製品(第68図)

いずれも土器片錘である。 

103は4.9x4.7cm、重さ 32.3gを測る。長軸の両

褐灰色 (α10YR5/1)で、胎士には白色粒子を含む。 3.1x3.1臥、 2ヶ所に刻104'はま羽 cm 重さ 10.6gを測る。 
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105 

V

みがつけられる。地文に� Lの撚糸文をもち、矢羽根状の刻

みが加え られた隆帯が貼付された土器片を利用。色調はに

ぷい褐色� (7.5YR5/3)で、胎士には細離を含む。105は� 

3.7x3.5cm、重さ2.4gを測る。長軸の両端に刻みがつ けら

れる。無文の土器片を利用。色調はにぶい樟色� (5YR6/4)


で、胎士の粒子は細かい。� 106は図右側が欠損か。� 2.8x3.5
 l韓� l
cm、重さ9.5 gを測る。� 3ヶ所に刻みがつけられる。 無文

ハハハ
和)8 

ハハ
 
U

の土器片を利用。色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)で、胎

110土には輝石を僅かに含む。� 107は4.4x3.6cm、重さ22.4gを 選欝U 
5 cm 

測る。長軸の両端に刻みがつけられる。� Rの撚糸文が施さ
第68図遺構出土造物� 3 (1/3) 

れた十ー器片を利用。色調は赤灰色� (2.5YR4/1)で、胎土 

には輝bを僅かに含む。� 108は4.2x3.2cm、重さ� 15.4gを測る。長 ・短軸に4ヶ所の刻みがつけられる。

無文の土器片を利用。色調はにぷい褐色� (7.5YR5/3)で、胎士の粒子は細かい。� 109は5.2x3.9cm、重

さ36.1 gを測る。明瞭な刻みは� 1ヶ所のみである。 刻みが加えられた隆帯が貼付された土器片を利用。

色調は暗赤灰色(10YR4/1)で、胎土には雲母片を僅かに含む。110は図左側が欠損。� 5.3x 4 cm、重

さ29.3 gを測る。RLの単節斜縄文を地文とし、沈線が垂下する土器片を利用。色調は灰赤色(10YR4/2)

で、胎士には輝石を含む。

弥生時代後期後半から古墳時代前期前半の土器(第67図92~1 02) 

92~97は壷形土器。 92 は肩部破片。 LRの単節縄文が施される。縄文帯以外は赤彩さ れる。色調はに

ぶい檀色 (7.5YR6/4) を呈する。胎土には細礎、砂粒、 雲母片を含む。 93~95 は複合口縁部破片。 93


は外面に� LRの単節縄文を施す。 内面は� I寧にへラミガキされる。色調は暗赤灰色� (2.5YR3/1)を呈

し、内面は赤彩される。外面の縄文帯の中にも僅かに赤彩痕がみ られる。胎土には細礁、砂粒、 白色粒

子を含む。� 94は内外面ともにナデられているが、口唇部と口縁部外面にはハケメ痕が残る。内面には櫛

描波状文が� 2段施される。色調はにぶい黄樫色(10YR6/3)を呈し、内外面ともに赤彩される。胎土

には細礁、砂粒、 黒色粒子を含む。� 95は内外面と もにへラナデされる。 色調はにぶい樟色� (7.5YR6/4)

を呈する。胎土には細際、砂粒を含む。� 96は小型の査の口縁部破片。内外面ともに組 くへラミガキされ

る。ハケメ痕が残る。色調はにぷい褐色(7.5YR5/3)を呈する。胎土には細際、砂粒、 白色粒子を含

む。� 97は鉢形土器の可能性もある。円辱部にはRの無節斜縄文が施される。複合口縁部外面には、LR

の単節縄文と口唇部と同ーのRの無節斜縄文を羽状に施す。内面はへラミガキされる。色調はにぶい褐

色(7.5YR5/3)を呈 し、内面は赤彩される� 胎土には細棟、砂粒、白色粒子、赤褐色粒子を含む。O

98~100は護形土器の口縁部破片。 98 は口唇部に先端の尖っ た工具でやや右万向から刺突 した刻みが

巡る。内外面はへ ラナデされるが外面斜位、内面横位のハケメ痕が残る。 色調は暗赤灰色(10YR4/ 1)


を呈する。胎土には細礁、砂粒、白色粒子を含む。� 99の口唇部はヨコ ナデされる。内外面ともへラナデ


されるが外面縦位、内面横位のハケメ痕が残る。色調は赤灰色� (2.5YR4/1)を呈する。胎土には細操、


砂粒、白色粒子を含む。� 100は口唇部にハケ状工具によりやや右方向か ら刺突された刻みが巡る。内外 


面ともにへラナデされるが、外面縦位、内面横位の幅広で粗いハケメ痕を残す。色調は褐灰色� (7.5YR4/ 1)


を呈する。胎土には細礎、砂粒を含む。� 101は体部破片。内外面と もにへラナデされる が、外面には粗


いハケメ痕が残る。色調は灰褐色� (5YR5/2)を呈し、胎土には細操、砂粒、赤褐色粒子を含む。102
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は台付聾形土器の脚台部破片。内外面ともにへラナデされるが外面には縦位のハケメ痕が残る。色調は

にぶい黄檀色(10YR6/3)を呈 し、胎土には細礁、砂粒、白色粒子を含む。

第 3節 小結

今回の調査地点は、牛芳作りが行われていたこともあり、その深耕の影響で遺構・遺物の遺存状態は

決して良好とはいえなかった。 しかし、このような条件の中で縄文時代中期の住居跡10軒 ・土坑22基・

屋外埋聾 1基、弥生時代後期後半から古墳時代前期前半にかけての住居跡 9軒、古墳時代後期の住居跡 

l軒を発掘し、あまり多いと はいえないがこれに伴う遺物を検出 した。

ここでは、これ らについて若干のまとめを記しておく。

縄文時代中期

本遺跡、では、該期の住居跡が現時点で94軒調査されている。住居跡群は内湾している台地の縁辺に沿っ

て馬蹄形状あるいは弧状に分布している ようで、この地域の拠点的集落であ る可能性が強まってきてい

る。時期的には勝坂式期終末から加曽手IJEII式期までの住居跡を中心にして、加曽手IJEffi・N式期のも

のが少数みられる。継続性のある集落跡といえよう。

今回検出された住居跡の時期的内訳は、加曽利 E1式期 3軒、加曽利 Ell式期 7軒で後者が上まわっ

ている。これまでの調査で時期が確定できた住居跡をみると、勝坂式期と加曽利 E1式期のそれは集落

の全面に分布しているのに対して、加曽利 Ell式期の住居跡は集落の東側に集中する傾向がある。

土坑で時期が判明したものは、勝坂式期 3期、加曽利 Ell式期 9基、加曽利 EN式期 1基で、 加曽利 

Ell式期のものが多くを占める。また、時期不明であった 9基の土坑の中にも該期の ものが含まれてい

ることも考えられるので、更に増加する可能性がある。住居跡と共に集中して占地している ことをうか

がわせる。

弥生時代末葉から古墳時代初頭

本遺跡では、これまでの調査で量的には多いと はいえないものの、畿内・東海などの外来系 (搬入品

であるかどうかは別にして)の土器が出土 してきた。これらの存在は、ヒトやモ ノあるいは技術などの

交流・伝播を裏づけるものとして、また、土器自体のク ロスデイティ ングを行う際の資料として重要視

されるべきものである。

今回の調査では外来系の土器として、 131号住居跡から菊川式土器の要素をもっ壷形土器が、256号住

居跡からは山中型器台の系譜を引くと思われる土器が出土した。これらは全体に粗雑な作りで、胎土の

状態からみても在地で製作された感が大であ る。

本遺跡では、現在270軒に及ぶ住居跡と 20基を数える方形周溝墓が調査されてい る。これらの遺構と

そこから出土した遺物を考えていくうえで、僅か 2点の土器ではあるがこれがもっ意味は軽視できない

ものと考えられる。

本遺跡の調査に関しては未報告のものが多 く、それをもとに記述を進めることには薦踏を覚えた。 こ

れらについては、徐々にでも報告を行ってい くつもりである。 
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